
第　　号

令和2年4月1日発行

312

広報うまじ312号 ̶̶̶̶（16

編
集
後
記

 8 日 魚梁瀬小・中学校卒業式
 （魚梁瀬小・中学校体育館）
13日 馬路中学校卒業式（馬路体育館）
19日 馬路小学校卒業式（馬路体育館）
24日 馬路保育所卒園式
26日 庄屋祭・鬼門堂祭

 2 日 杉の子学習発表会（魚梁瀬小・中学校）
 7 日 馬路小学校学習発表会（馬路体育館）
 第1回高知大学出前公開講座（交流センター）
12日 第2回高知大学出前公開講座（馬路温泉）
15日 郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）
20日 第3回高知大学出前公開講座（交流センター）
22日 生活発表会（馬路保育所）
24・25日 防災キャンプ体験（馬路地区）
28日 お別れ遠足（馬路・魚梁瀬小学校）
29日 やなせのひなまつり（～3月3日）
 （魚梁瀬丸山公園）

　
現
在
、日
本
だ
け
で
な
く
世
界
的
に
大

流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。数

カ
月
前
ま
で
は
普
通
に
会
話
を
し
、イ
ベ
ン

ト
等
も
開
催
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、今

は
マ
ス
ク
越
し
に
会
話
を
す
る
の
が
当
た
り

前
、イ
ベ
ン
ト
等
開
催
の
自
粛
、東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
１
年
間
開
催
延
期
を
発
表
す

る
な
ど
異
常
事
態
と
い
え
る
状
況
で
す
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
し
た
こ
の
状
況
を
、一
人
一

人
協
力
し
合
っ
て
、一
日
で
も
早
く
鎮
静
化

し
、笑
顔
が
は
っ
き
り
見
え
る
日
々
に
戻
っ

て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。（哲

）
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保育所コーナー 馬路保育所

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

楽
し
み
だ
な
〜
♪

2019　健康づくり教室　最終回
　
令
和
元
年
５
月
か
ら
令
和
２
年
２

月
ま
で
、月
１
回
、「
糖
尿
病
を
発
症
し

な
い
」「
糖
尿
病
を
発
症
し
て
い
る
方
は

重
症
化
さ
せ
な
い
」を
テ
ー
マ
に
健
康

づ
く
り
教
室
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
毎
回
、血
圧・体
重
を
測

定
し
、日
々
の
健
康
へ
の
意
識
付
け
が

で
き
た
こ
と
で
、１
回
目
の
測
定
時
に

血
圧
が
高
か
っ
た
参
加
者
も
、修
了
時

に
は
正
常
値
に
近
づ
い
た
方
が
多
く
、

日
頃
か
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
が
表

れ
て
い
ま
し
た
。本
年
度
も
村
民
の
皆

さ
ま
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

の
で
、健
康
づ
く
り
教
室
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

腹囲 ７ cm 減

　日程が合わず、なかなか教室
に参加はできませんでしたが、
目標達成に向けて歩くことを心
掛けるとともに、健康づくり教
室で学んだ「ラーメンのスープ
は全部飲まない」など、食事に
も気を付けました。

内臓脂肪も減り、標準
数値になりました

５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
２月

測定・ストレッチ
馬路診療所 佐野医師のお話
糖尿病アドバイザーのお話
食事のお話
調理実習
体力測定
アルコール健康講座
測定・専門家からのアドバイス
目標達成度・結果等振り返り

１分間でできるストレッチ

2019　教室の内容

４月から１年生になります！！
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交
流
会
で
は
、
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の

上
映
後
、
特
別
村
民
か
ら
馬
路
村

へ
の
要
望
や
思
い
を
語
っ
て
も
ら

い
、
会
場
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た

頃
、
会
場
の
一
角
に
あ
る
厨
房
か

ら
農
協
女
性
部
の
作
る
ユ
ズ
香
る

ち
ら
し
寿
司
と
猪
鍋
の
お
い
し
そ

う
な
匂
い
が
会
場
中
を
包
み
込
ん

で
き
ま
し
た
。
チ
ラ
チ
ラ
と
参
加

者
の
視
線
が
厨
房
に
集
ま
り
だ
し

た
と
こ
ろ
で
、
農
協
組
合
長
の
乾

杯
で
お
楽
し
み
の
懇
親
会
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
「
東
京
の
人
は

高
知
の
人
と
違
っ
て
ご
飯
も
お
酒

も
そ
ん
な
に
ガ
ツ
ガ
ツ
い
か
ん

ろ
」
と
い
う
予
想
も
早
々
に
崩

れ
、
馬
路
村
か
ら
持
っ
て
来
た
お

酒
は
す
ぐ
に
な
く
な
り
、
慌
て
て

事
務
局
が
会
場
近
く
の
酒
屋
に
２

度
、
３
度
と
追
加
の
注
文
を
す
る

ほ
ど
で
、
農
協
女
性
部
も
予
備
の

お
米
を
取
り
出
し
、
急
き
ょ
ち
ら

し
寿
司
を
追
加
す
る
な
ど
大
忙
し

で
し
た
。
高
知
県
特
有
の
「
返

杯
」
こ
そ
自
粛
さ
れ
ま
し
た
が
、

高
知
の
「
お
き
ゃ
く
」
が
東
京
の

会
場
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
も
順
調
に
進
み
、
会
場
が
少

し
落
ち
着
き
始
め
た
頃
、
「
そ
れ

で
は
こ
こ
か
ら
、
景
品
争
奪
の
じ

ゃ
ん
け
ん
大
会
を
行
い
ま
す
」
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
は
い
り
、
会
場
の

温
度
が
グ
ッ
と
上
が
り
ま
し
た
。

農
協
、
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
、
馬
路

温
泉
と
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
が

次
々
と
壇
上
に
上
が
り
、
「
じ
ゃ

ん
け
ん
！
ほ
い
！
」
の
掛
け
声
と

共
に
、
会
場
全
体
が
こ
の
日
一
番

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

最
後
に
、
学
生
時
代
応
援
団
で
鳴

ら
し
た
村
議
会
議
長
を
団
長
に
、

集
ま
っ
た
約
１
０
０
人
の
馬
路
村

応
援
団
が
「
フ
レ
ー
！
フ
レ
ー
！

馬
路
村
！
」
の
エ
ー
ル
で
会
を
締

め
く
く
り
、
多
く
の
か
た
が
た
が

笑
顔
で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
村
民

の
馬
路
愛
、
特
別
村
民
の
馬
路
愛

を
感
じ
ら
れ
て
、
一
体
感
の
あ
る

会
で
感
動
し
た
。
馬
路
村
で
お
嫁

に
も
ら
っ
て
く
れ
な
い
か
な
」
な

ど
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

特
別
村
民
大
交
流
会
in
東
京

特
別
村
民
大
交
流
会
in
東
京

　
２
０
２
０
年
２
月
15
日
、
東
京
都
世
田
谷
区
の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
て
、
関
東
在
住
で
応
募
の
あ
っ
た
63
人
の
特
別
村
民
と
村
関

係
者
（
農
協
、
農
協
女
性
部
、
森
林
組
合
、
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
、
馬
路

温
泉
、
議
会
、
役
場
）
ら
総
勢
約
１
０
０
人
の
参
加
で
意
見
交
換
や
懇

親
会
を
行
い
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

 

２
０
０
３
年
に
東
京
都
吉
祥
寺
の
東
急
百
貨
店

に
て
開
催
し
た
「
こ
じ
ゃ
ん
と
馬
路
村
の
夏
祭

り
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
発
案
し
ま
し

た
。
特
別
村
民
に
は
特
別
住
民
票
が
発
行
さ

れ
、
来
村
時
、
村
長
と
一
緒
に
「
ご
っ
く
ん
馬

路
村
」
を
飲
め
る
と
い
う
特
典
で
募
集
を
開
始

し
、
今
で
は
国
内
で
約
１
万
１
千
人
、
国
外
で

も
約
１
０
０
人
が
登
録
し
、
全
国
各
地
か
ら
馬

路
村
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

▲　特別村民が馬路村への愛を語り尽くす ▲　馬路村の食材を使って馬路村の味でおもてなし

▲　会場の熱気が最高潮に達した景品争奪じゃんけん大会の様子

特
別
村
民
制
度

　寒さが厳しい時も外で元気な声を響かせていた馬路
保育所の子どもたちです。２月はいろいろな行事があ
りました。特に１年の集大成ともいえる生活発表会で
は、体だけではなく、心の成長を感じることができ、
保護者や地域の方と喜び合ったことでした。
　おうちの方にたくさん褒めてもらい、子どもたちの
自信にもつながっています。応援ありがとうございま
した。

２/３　節分
保育所に鬼がきた～！
みんなで豆まきをして
心の中のいろんな鬼
もやっつけ
た…かな？

２/２２　　生活発表会
おうちの人に見てもらっ
てドキドキしたけどうれ
しかったよ♪

糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ（
脱
☆
糖
尿
病
予
備
軍
）

キラキラと笑顔かがやくうまじっ子！
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し

た
。
特
別
村
民
に
は
特
別
住
民
票
が
発
行
さ

れ
、
来
村
時
、
村
長
と
一
緒
に
「
ご
っ
く
ん
馬

路
村
」
を
飲
め
る
と
い
う
特
典
で
募
集
を
開
始

し
、
今
で
は
国
内
で
約
１
万
１
千
人
、
国
外
で

も
約
１
０
０
人
が
登
録
し
、
全
国
各
地
か
ら
馬

路
村
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

▲　特別村民が馬路村への愛を語り尽くす ▲　馬路村の食材を使って馬路村の味でおもてなし

▲　会場の熱気が最高潮に達した景品争奪じゃんけん大会の様子

特
別
村
民
制
度

　寒さが厳しい時も外で元気な声を響かせていた馬路
保育所の子どもたちです。２月はいろいろな行事があ
りました。特に１年の集大成ともいえる生活発表会で
は、体だけではなく、心の成長を感じることができ、
保護者や地域の方と喜び合ったことでした。
　おうちの方にたくさん褒めてもらい、子どもたちの
自信にもつながっています。応援ありがとうございま
した。

２/３　節分
保育所に鬼がきた～！
みんなで豆まきをして
心の中のいろんな鬼
もやっつけ
た…かな？

２/２２　　生活発表会
おうちの人に見てもらっ
てドキドキしたけどうれ
しかったよ♪

糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ（
脱
☆
糖
尿
病
予
備
軍
）

キラキラと笑顔かがやくうまじっ子！
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村
民
の
健
康
と
福
祉
向
上
を

目
的
と
し
て
、
「
馬
路
村
地
域

福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
村
民

の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る

諸
施
策
や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

関
連
災
害
対
策
と
し
て
、
医
療

救
護
の
体
制
も
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

●
住
民
主
体
の
村
づ
く
り

　
誰
も
が
集
い
活
躍
で
き
る
各

地
区
の
「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
事
業
」
を
基
盤
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み

や
、
拠
点
機
能
の
拡
充
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
住
民
主
体
の
各

地
区
座
談
会
等
の
活
動
を
支
援

し
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
災

害
訓
練
等
の
実
施
に
よ
り
、
地

域
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

●
健
康
の
維
持
向
上

　
特
定
健
診
・
健
康
診
査
・
が

ん
検
診
・
歯
科
検
診
の
受
診
率

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
糖

尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
、
血

管
病
対
策
の
推
進
に
よ
り
、
壮

年
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
人
生
の

最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ

ア
の
意
思
決
定
と
な
る
ア
ド
バ

ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
推
進
し
ま
す
。

●
子
育
て
支
援

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支
援

と
し
て
、
産
婦
健
康
診
査
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
、
産
前
産
後
ケ
ア
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
保

育
所
で
の
幼
児
教
育
等
を
充
実

さ
せ
、
小
学
校
へ
円
滑
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　産
業
建
設
課
　

●
社
会
資
本
整
備
事
業

　
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
活
用
し
、
イ
ン
フ
ラ
の

令和２年度
一般会計当初予算２２億３百万円

　本年度の当初予算は2,203,000千円で、
前年度1,950,000千円との比較では253,000
千円（12.97%）の増額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1,419,453千
円（構成比64.4%）、自主財源は783,547千円
（構成比35.5%）となっています。前年度比で
は、依存財源で161,826千円、自主財源で
91,174千円の増額となっています。
　地方交付税においては、普通交付税で
新たな算定項目の追加に伴い、10,000千円
増額の700,000千円、特別交付税は前年度
並みの80,000千円を計上しました。基金から
の繰入金は374,672千円で前年の317,675
千円と比較すると56,997千円（17.94％）の増
額としていますが、普通交付税の変動による
財源不足を補うために、財政調整基金で
58,481千円、減債基金で100,000千円を繰り
入れしています。
　今後の財政運営においては、国・県の補
助金・交付金等の特定財源を確保し、交付
税措置のある有利な起債やふるさと応援基
金等の特定目的基金の活用を図りながら、
健全な財政の堅持に努めます。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は1,809,963
千円で、前年度に比べ137,707千円（8.2％）
の増額となっています。投資的経費は
393,037千円で、前年度に比べて115,293千
円（41.5％）の増額となっています。
　目的別では、増額した主な費目は消防費、
教育費であり、減額した主な費目は総務費、
農林水産業費となっています。増額の主な
要因は、明善ヘリポート整備事業および令
和元年度から継続している多目的施設建
築事業によるものです。また、柚湯ツアーや
特別村民との交流イベントに関する予算も
計上しています。
　令和２年度から「馬路村まち・ひと・しごと
総合戦略」が第２期を迎えます。これまでの
取り組みの評価を踏まえ、事業の必要性や
有益性を精査し、必要な見直しや再構築を
行い、限られた財源で効率的かつ効果的な
事業を実施します。

総　額
2,203,000千円

地方交付税
780,000
（35.41％）

県支出金ほか
118,076
（5.36％）

村債
386,400
（17.54％）

扶助費
19,277
（0.87％）

公債費
261,491

（11.87％）

　人件費
436,497
（19.81％）

繰出金
80,812
（3.67％）

  物件費
425,511
（19.32％）

その他
586,375
（26.62％） 

災害復旧
事業費

389,407
 （17.68％）

138,371
（6.28％）

諸収入・その他

134,977
（6.12％）

3,630
（0.16％）

645,176
（29.29％）

普通建設事業費

村税

令和2年度村民一人当たりの一般会計予算額

２，６７６，７９２円／人
（２２億３百万円／27年度国勢調査人口（８２３人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

令和元年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健診、ごみ処理
など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

１６億円

１，９４４，１０７円

令和元年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

２１億９千万円

２，６６０，９９６円

１１９，３７８円

４８４，７０８円

５，６６７円

２２２，３７２円

１４４，３５０円

１８８，１９８円

４６２，７２５円

４６５，４５１円

５８３，９４３円

前
年
当
初
比
　
　
％
増

　
戸
籍
や
選
挙
、
税
務
、
消
防
・
防
災
対

策
、
財
務
等
自
治
体
と
し
て
の
基
礎
的
な

事
務
を
着
実
に
つ
か
さ
ど
り
つ
つ
、
職
員

の
資
質
向
上
と
適
正
で
効
率
的
な
行
政
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

●
馬
路
村
多
目
的
施
設
建
築
事
業

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
拠
点
や
災
害
時
の
活
動
拠
点
と
し

て
使
用
開
始
で
き
る
よ
う
に
、
施
設
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

●
防
災
事
業
の
推
進
　

　
耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
の
無
料
化
、
耐

震
改
修
工
事
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
確
保
へ
の
補
助
金
に
よ
り
、
各

家
庭
の
耐
震
化
を
強
く
推
進
し
、
家
屋
の

倒
壊
に
よ
る
被
害
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
魚
梁
瀬
明
善
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
、

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
に
よ
り
、

住
民
の
安
心
安
全
に
つ
な
が
る
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　地
方
創
生
課

●
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進

　
地
理
的
・
社
会
的
条
件
の
厳
し
い
本
村

に
お
い
て
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
獲
得
す
る

た
め
に
は
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
た

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

小中学校、教育委員会

歳入

依存財源
 1,419,453
  （64.43％） 自主財源

783,547
（35.57％）

健
康
福
祉
課

12.97

　近年、本村の財政状況は、地方交付税の減少に伴い大変厳しい状況が続いています。国の地方財政計画を踏まえ、令和２
年度には地方交付税の若干の増額を見込んでいますが、地方財政を取り巻く環境は非常に不透明であり、引き続き財政見通
しは厳しいと考えています。
　そのような中、本村の令和２年度当初予算では、国や高知県の取り組みと基調を合わせつつ、第２期の「馬路村まち・ひと・し
ごと総合戦略」の基本目標案である「魅力的な仕事をつくる」「新しい人の流れをつくる」「結婚・出産・子育て環境を整備する」
「魅力的な地域をつくる」の目標達成に向けた関連事業に対して重点的に予算配分を行っています。
　そして、南海トラフ地震対策である「住民の安全・安心な暮らしの実現」のための施策や、「住民の健康と福祉の向上」に対
する施策においても、職員一丸となって取り組んでいきます。

村
外
の
人
材
を
呼
び
込
み
、
村
の
産
業
の

振
興
や
新
た
な
魅
力
の
創
造
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
引
き
続
き
採
用
す
る
と
と

も
に
、
定
住
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
・
育
成

・
地
方
創
生
移
住
支
援
事
業
補
助
金
お

よ
び
若
者
定
住
促
進
事
業

・
馬
路
村
住
宅
建
築
応
援
補
助
金

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
た
情
報
発
信

●
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・
支
援

　
人
口
を
将
来
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
若
年
層
の
増
加
が
必
要
で
す
。
本

村
に
お
け
る
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
県
や
民
間
主
体
に
よ

り
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費

用
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　
・
柚
湯
ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
補
助
金

　
・
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金

●
関
係
人
口
の
拡
大

　
移
住
者
と
な
る
可
能
性
を
高
め
る
た
め

に
、
よ
り
本
村
と
の
関
係
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
特
別

村
民
制
度
を
継
続
し
、
都
市
部
に
お
い
て

特
別
村
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
関
係
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

・
特
別
村
民
交
流
イ
ベ
ン
ト

・
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業

維
持
・
整
備
を
行
い
ま
す
。
防

災
に
強
く
、
安
全
・
安
心
な
道

づ
く
り
を
目
指
し
、
本
年
度

は
、
村
道
中
ノ
川
線
の
法
面
改

良
工
事
と
張
橋
の
補
修
工
事
等

の
事
業
を
行
っ
て
い
く
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

●
国
土
調
査

　
本
年
度
の
調
査
区
域
は
中
ノ

川
地
区
、
朝
日
出
地
区
、
日
浦

地
区
で
、
本
調
査
の
字
名
は
、

野
口
、
カ
ラ
谷
に
な
り
ま
す
。

●
農
業
振
興

　
農
作
業
道
の
開
設
、
農
道
の

維
持
修
繕
、
村
単
小
規
模
事
業

に
よ
る
基
盤
整
備
を
行
い
、
作

業
の
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

　
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
馬

路
村
農
協
の
ユ
ズ
加
工
品
販
売

事
業
は
、
昨
年
夏
に
赤
キ
ャ
ッ

プ
の
ポ
ン
酢
が
テ
レ
ビ
で
取
り

上
げ
ら
れ
話
題
と
な
り
、
売
り

上
げ
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

馬
路
村
農
協
で
は
、
平
成
30
年

度
に
導
入
し
た
チ
ュ
ー
ブ
用
充

填
機
械
等
を
活
用
し
、
ユ
ズ
胡

椒
の
チ
ュ
ー
ブ
化
し
た
商
品
を

発
売
し
、
農
協
全
体
の
売
り
上

げ
増
に
取
り
組
む
こ
と
で
農
家

へ
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

ユ
ズ
皮
を
パ
ウ
ダ
ー
化
し
、
さ

ら
な
る
販
路
拡
大
を
図
る
た
め

粉
砕
機
や
乾
燥
施
設
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。
本
村
で
は
、
本

年
度
も
継
続
し
て
馬
路
村
農
協

が
高
知
大
学
と
連
携
し
て
取
り

組
む
ユ
ズ
を
用
い
た
健
康
産
業

創
出
事
業
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
昨
年
末
に
は
研
究
成
果
が

結
実
し
、
腸
内
環
境
の
改
善
効

果
が
期
待
さ
れ
る
ユ
ズ
果
汁
な

ど
を
使
っ
た
、
「
ゆ
ず
ち
ゃ
ん

ゼ
リ
ー
」
が
発
売
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
青
ユ
ズ
種
子
エ

キ
ス
等
を
使
っ
た
化
粧
品
な
ど

新
商
品
の
開
発
に
対
し
て
支
援

し
、
新
産
業
創
出
と
雇
用
拡
大

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
シ
カ
・
サ
ル
等
に
よ

る
鳥
獣
被
害
が
依
然
と
し
て
出

て
お
り
、
金
網
ネ
ッ
ト
等
に
よ

る
防
除
や
新
た
に
サ
ル
の
捕
獲

用
檻
の
設
置
を
図
り
、
猟
友
会

や
農
協
の
協
力
に
よ
る
駆
除
を

行
う
と
と
も
に
、
県
、
関
係
市

町
村
お
よ
び
各
団
体
と
の
連
携

を
図
り
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
強

化
を
行
い
ま
す
。

●
林
業
振
興

　
「
森
林
経
営
管
理
法
」
が
昨

年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
取
り
組

み
の
財
源
と
し
て
森
林
環
境
譲

与
税
が
令
和
元
年
度
か
ら
配
分

さ
れ
て
お
り
、
本
村
で
も
森
林

の
意
向
調
査
を
馬
路
村
森
林
組

合
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
村
道
や
電
線
な

ど
重
要
イ
ン
フ
ラ
近
く
の
里
山

を
整
備
し
、
倒
木
等
に
よ
る
重

要
イ
ン
フ
ラ
の
被
害
を
防
ぐ
事

業
や
馬
路
村
に
お
い
て
林
業
で

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
を
図

る
林
業
の
担
い
手
対
策
に
取
り

組
む
な
ど
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
た
新
規
の
事
業
に
取

り
組
む
予
定
で
す
。
森
林
経
営

計
画
に
基
づ
き
施
業
集
約
化
と

効
率
的
な
路
網
整
備
を
促
進

し
、
山
林
所
得
向
上
に
つ
な
が

る
基
盤
整
備
等
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
本
年
度
は
、
魚
梁
瀬

小
石
川
山
、
馬
路
押
谷
地
区
、

西
裏
・
根
来
谷
地
区
で
間
伐
等

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
村
内
の
林
業
事
業
体
で
は
、

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
を
活
用
し
た

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ス
ピ
ー
カ

ー
」
な
ど
の
新
商
品
を
昨
年
か

ら
発
売
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
新
商
品
の
開
発
や
販
路
開

拓
を
促
進
す
る
た
め
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
新
商

品
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
き

ま
す
。

　
村
内
の
製
材
所
は
、
利
益
率

の
高
い
都
市
部
の
工
務
店
や
設

計
士
向
け
の
邸
別
販
売
を
増
や

し
て
い
く
た
め
、
２
年
続
け

て
、
「
高
知
県
産
業
振
興
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
事
業
」
を
活
用
し
、

大
阪
の
建
築
家
の
協
力
の
下
で

新
規
取
引
先
を
開
拓
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
関
西
の
２
企
業

（
工
務
店
）
と
商
談
を
す
す
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き

続
き
村
も
窓
口
等
と
し
て
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

●
観
光
・
商
業
振
興

　
２
年
目
を
迎
え
た
高
知
県
の

「
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
〜
自
然
＆

体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜
」
で

は
、
海
、
山
、
川
に
ス
ポ
ッ
ト

が
当
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
村
の
山
、
川
を
生
か
し
て
今

ま
で
以
上
の
観
光
客
を
呼
び
込

も
う
と
取
り
組
み
ま
す
。
高
知

県
東
部
観
光
協
議
会
と
連
携
し

て
広
域
的
な
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
本
村
の
フ
ァ
ン
の
増
加
を

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を
い

れ
、
さ
ら
な
る
納
税
額
ア
ッ
プ

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会

　

　
本
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要

領
に
よ
り
、
小
学
校
で
外
国
語

や
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
始
ま
り

ま
す
。
本
村
で
は
、
本
年
度
に

村
内
４
校
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

端
末
機
械
を
接
続
で
き
る
環
境

を
作
り
、
持
続
し
て
勉
強
で
き

る
設
備
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
具
体
的
な
１
年
間
の

教
育
目
標
を
作
り
実
行
し
て
い

き
ま
す
。
目
指
す
教
育
は
、
自

分
で
考
え
判
断
で
き
る
力
、
そ

し
て
、
社
会
に
適
応
し
て
い
く

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。

各
学
校
で
は
、
一
貫
教
育
の
最

終
目
標
を
目
指
し
た
左
記
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

・
確
か
な
学
力
、
体
力
を
形

成
す
る
学
校
教
育
の
充
実

・
自
立
す
る
た
め
の
学
習
方

法
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
や
生
涯
教
育
の
実
践

・
馬
路
村
を
知
り
、
体
験
す

る
学
習
を
行
う

・
学
校
と
地
域
の
協
働
に
よ

り
子
ど
も
を
育
て
る
風
土

作
り
を
行
う

歳出投資的経費 
393,037 
（17.84％）

経常的経費
1,809,963
（82.16％）
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村
民
の
健
康
と
福
祉
向
上
を

目
的
と
し
て
、
「
馬
路
村
地
域

福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
村
民

の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る

諸
施
策
や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

関
連
災
害
対
策
と
し
て
、
医
療

救
護
の
体
制
も
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

●
住
民
主
体
の
村
づ
く
り

　
誰
も
が
集
い
活
躍
で
き
る
各

地
区
の
「
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
事
業
」
を
基
盤
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み

や
、
拠
点
機
能
の
拡
充
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
住
民
主
体
の
各

地
区
座
談
会
等
の
活
動
を
支
援

し
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
災

害
訓
練
等
の
実
施
に
よ
り
、
地

域
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

●
健
康
の
維
持
向
上

　
特
定
健
診
・
健
康
診
査
・
が

ん
検
診
・
歯
科
検
診
の
受
診
率

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
糖

尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
、
血

管
病
対
策
の
推
進
に
よ
り
、
壮

年
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
人
生
の

最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ

ア
の
意
思
決
定
と
な
る
ア
ド
バ

ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
推
進
し
ま
す
。

●
子
育
て
支
援

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支
援

と
し
て
、
産
婦
健
康
診
査
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
、
産
前
産
後
ケ
ア
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
保

育
所
で
の
幼
児
教
育
等
を
充
実

さ
せ
、
小
学
校
へ
円
滑
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　産
業
建
設
課
　

●
社
会
資
本
整
備
事
業

　
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
活
用
し
、
イ
ン
フ
ラ
の

令和２年度
一般会計当初予算２２億３百万円

　本年度の当初予算は2,203,000千円で、
前年度1,950,000千円との比較では253,000
千円（12.97%）の増額となっています。

【歳　入】
　歳入の状況は、依存財源が1,419,453千
円（構成比64.4%）、自主財源は783,547千円
（構成比35.5%）となっています。前年度比で
は、依存財源で161,826千円、自主財源で
91,174千円の増額となっています。
　地方交付税においては、普通交付税で
新たな算定項目の追加に伴い、10,000千円
増額の700,000千円、特別交付税は前年度
並みの80,000千円を計上しました。基金から
の繰入金は374,672千円で前年の317,675
千円と比較すると56,997千円（17.94％）の増
額としていますが、普通交付税の変動による
財源不足を補うために、財政調整基金で
58,481千円、減債基金で100,000千円を繰り
入れしています。
　今後の財政運営においては、国・県の補
助金・交付金等の特定財源を確保し、交付
税措置のある有利な起債やふるさと応援基
金等の特定目的基金の活用を図りながら、
健全な財政の堅持に努めます。

【歳　出】
　性質別にみると、経常的経費は1,809,963
千円で、前年度に比べ137,707千円（8.2％）
の増額となっています。投資的経費は
393,037千円で、前年度に比べて115,293千
円（41.5％）の増額となっています。
　目的別では、増額した主な費目は消防費、
教育費であり、減額した主な費目は総務費、
農林水産業費となっています。増額の主な
要因は、明善ヘリポート整備事業および令
和元年度から継続している多目的施設建
築事業によるものです。また、柚湯ツアーや
特別村民との交流イベントに関する予算も
計上しています。
　令和２年度から「馬路村まち・ひと・しごと
総合戦略」が第２期を迎えます。これまでの
取り組みの評価を踏まえ、事業の必要性や
有益性を精査し、必要な見直しや再構築を
行い、限られた財源で効率的かつ効果的な
事業を実施します。

総　額
2,203,000千円

地方交付税
780,000
（35.41％）

県支出金ほか
118,076
（5.36％）

村債
386,400
（17.54％）

扶助費
19,277
（0.87％）

公債費
261,491

（11.87％）

　人件費
436,497
（19.81％）

繰出金
80,812
（3.67％）

  物件費
425,511
（19.32％）

その他
586,375
（26.62％） 

災害復旧
事業費

389,407
 （17.68％）

138,371
（6.28％）

諸収入・その他

134,977
（6.12％）

3,630
（0.16％）

645,176
（29.29％）

普通建設事業費

村税

令和2年度村民一人当たりの一般会計予算額

２，６７６，７９２円／人
（２２億３百万円／27年度国勢調査人口（８２３人）

消
防
費

教
育
費

農
林
水
産
費

商
工
費

災
害
復
旧
事
業
費

土
木
費

総
務
費

民
生
・
衛
生
費

そ
の
他
の
経
費

令和元年度末
基金残高見込み

中芸消防署（消防・救急）

農地・道路災害など

農道、林道、村単小規模
など

観光、商工会、納涼祭など

村道、河川管理、
公営住宅など

住民票、戸籍、選挙、統計、
有線放送、交通安全など

保育所、健診、ごみ処理
など

議会、借金返済など

一人当たり貯金額

１６億円

１，９４４，１０７円

令和元年度末
地方債残高見込み

一人当たり借金額

２１億９千万円

２，６６０，９９６円

１１９，３７８円

４８４，７０８円

５，６６７円

２２２，３７２円

１４４，３５０円

１８８，１９８円

４６２，７２５円

４６５，４５１円

５８３，９４３円

前
年
当
初
比
　
　
％
増

　
戸
籍
や
選
挙
、
税
務
、
消
防
・
防
災
対

策
、
財
務
等
自
治
体
と
し
て
の
基
礎
的
な

事
務
を
着
実
に
つ
か
さ
ど
り
つ
つ
、
職
員

の
資
質
向
上
と
適
正
で
効
率
的
な
行
政
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

●
馬
路
村
多
目
的
施
設
建
築
事
業

　
令
和
３
年
４
月
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
拠
点
や
災
害
時
の
活
動
拠
点
と
し

て
使
用
開
始
で
き
る
よ
う
に
、
施
設
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

●
防
災
事
業
の
推
進
　

　
耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
の
無
料
化
、
耐

震
改
修
工
事
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
安
全
確
保
へ
の
補
助
金
に
よ
り
、
各

家
庭
の
耐
震
化
を
強
く
推
進
し
、
家
屋
の

倒
壊
に
よ
る
被
害
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
魚
梁
瀬
明
善
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
、

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
に
よ
り
、

住
民
の
安
心
安
全
に
つ
な
が
る
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　地
方
創
生
課

●
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進

　
地
理
的
・
社
会
的
条
件
の
厳
し
い
本
村

に
お
い
て
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
獲
得
す
る

た
め
に
は
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
た

国庫支出金

《
取
り
組
む
主
な
事
業
》

総 

務 

課

小中学校、教育委員会

歳入

依存財源
 1,419,453
  （64.43％） 自主財源

783,547
（35.57％）

健
康
福
祉
課

12.97

　近年、本村の財政状況は、地方交付税の減少に伴い大変厳しい状況が続いています。国の地方財政計画を踏まえ、令和２
年度には地方交付税の若干の増額を見込んでいますが、地方財政を取り巻く環境は非常に不透明であり、引き続き財政見通
しは厳しいと考えています。
　そのような中、本村の令和２年度当初予算では、国や高知県の取り組みと基調を合わせつつ、第２期の「馬路村まち・ひと・し
ごと総合戦略」の基本目標案である「魅力的な仕事をつくる」「新しい人の流れをつくる」「結婚・出産・子育て環境を整備する」
「魅力的な地域をつくる」の目標達成に向けた関連事業に対して重点的に予算配分を行っています。
　そして、南海トラフ地震対策である「住民の安全・安心な暮らしの実現」のための施策や、「住民の健康と福祉の向上」に対
する施策においても、職員一丸となって取り組んでいきます。

村
外
の
人
材
を
呼
び
込
み
、
村
の
産
業
の

振
興
や
新
た
な
魅
力
の
創
造
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
引
き
続
き
採
用
す
る
と
と

も
に
、
定
住
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
・
育
成

・
地
方
創
生
移
住
支
援
事
業
補
助
金
お

よ
び
若
者
定
住
促
進
事
業

・
馬
路
村
住
宅
建
築
応
援
補
助
金

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用

し
た
情
報
発
信

●
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・
支
援

　
人
口
を
将
来
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
若
年
層
の
増
加
が
必
要
で
す
。
本

村
に
お
け
る
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
県
や
民
間
主
体
に
よ

り
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費

用
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　
・
柚
湯
ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
補
助
金

　
・
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金

●
関
係
人
口
の
拡
大

　
移
住
者
と
な
る
可
能
性
を
高
め
る
た
め

に
、
よ
り
本
村
と
の
関
係
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
特
別

村
民
制
度
を
継
続
し
、
都
市
部
に
お
い
て

特
別
村
民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
関
係
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

・
特
別
村
民
交
流
イ
ベ
ン
ト

・
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業

維
持
・
整
備
を
行
い
ま
す
。
防

災
に
強
く
、
安
全
・
安
心
な
道

づ
く
り
を
目
指
し
、
本
年
度

は
、
村
道
中
ノ
川
線
の
法
面
改

良
工
事
と
張
橋
の
補
修
工
事
等

の
事
業
を
行
っ
て
い
く
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

●
国
土
調
査

　
本
年
度
の
調
査
区
域
は
中
ノ

川
地
区
、
朝
日
出
地
区
、
日
浦

地
区
で
、
本
調
査
の
字
名
は
、

野
口
、
カ
ラ
谷
に
な
り
ま
す
。

●
農
業
振
興

　
農
作
業
道
の
開
設
、
農
道
の

維
持
修
繕
、
村
単
小
規
模
事
業

に
よ
る
基
盤
整
備
を
行
い
、
作

業
の
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

　
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
馬

路
村
農
協
の
ユ
ズ
加
工
品
販
売

事
業
は
、
昨
年
夏
に
赤
キ
ャ
ッ

プ
の
ポ
ン
酢
が
テ
レ
ビ
で
取
り

上
げ
ら
れ
話
題
と
な
り
、
売
り

上
げ
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

馬
路
村
農
協
で
は
、
平
成
30
年

度
に
導
入
し
た
チ
ュ
ー
ブ
用
充

填
機
械
等
を
活
用
し
、
ユ
ズ
胡

椒
の
チ
ュ
ー
ブ
化
し
た
商
品
を

発
売
し
、
農
協
全
体
の
売
り
上

げ
増
に
取
り
組
む
こ
と
で
農
家

へ
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

ユ
ズ
皮
を
パ
ウ
ダ
ー
化
し
、
さ

ら
な
る
販
路
拡
大
を
図
る
た
め

粉
砕
機
や
乾
燥
施
設
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。
本
村
で
は
、
本

年
度
も
継
続
し
て
馬
路
村
農
協

が
高
知
大
学
と
連
携
し
て
取
り

組
む
ユ
ズ
を
用
い
た
健
康
産
業

創
出
事
業
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
昨
年
末
に
は
研
究
成
果
が

結
実
し
、
腸
内
環
境
の
改
善
効

果
が
期
待
さ
れ
る
ユ
ズ
果
汁
な

ど
を
使
っ
た
、
「
ゆ
ず
ち
ゃ
ん

ゼ
リ
ー
」
が
発
売
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
青
ユ
ズ
種
子
エ

キ
ス
等
を
使
っ
た
化
粧
品
な
ど

新
商
品
の
開
発
に
対
し
て
支
援

し
、
新
産
業
創
出
と
雇
用
拡
大

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
シ
カ
・
サ
ル
等
に
よ

る
鳥
獣
被
害
が
依
然
と
し
て
出

て
お
り
、
金
網
ネ
ッ
ト
等
に
よ

る
防
除
や
新
た
に
サ
ル
の
捕
獲

用
檻
の
設
置
を
図
り
、
猟
友
会

や
農
協
の
協
力
に
よ
る
駆
除
を

行
う
と
と
も
に
、
県
、
関
係
市

町
村
お
よ
び
各
団
体
と
の
連
携

を
図
り
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
強

化
を
行
い
ま
す
。

●
林
業
振
興

　
「
森
林
経
営
管
理
法
」
が
昨

年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
取
り
組

み
の
財
源
と
し
て
森
林
環
境
譲

与
税
が
令
和
元
年
度
か
ら
配
分

さ
れ
て
お
り
、
本
村
で
も
森
林

の
意
向
調
査
を
馬
路
村
森
林
組

合
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
村
道
や
電
線
な

ど
重
要
イ
ン
フ
ラ
近
く
の
里
山

を
整
備
し
、
倒
木
等
に
よ
る
重

要
イ
ン
フ
ラ
の
被
害
を
防
ぐ
事

業
や
馬
路
村
に
お
い
て
林
業
で

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
を
図

る
林
業
の
担
い
手
対
策
に
取
り

組
む
な
ど
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
た
新
規
の
事
業
に
取

り
組
む
予
定
で
す
。
森
林
経
営

計
画
に
基
づ
き
施
業
集
約
化
と

効
率
的
な
路
網
整
備
を
促
進

し
、
山
林
所
得
向
上
に
つ
な
が

る
基
盤
整
備
等
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
本
年
度
は
、
魚
梁
瀬

小
石
川
山
、
馬
路
押
谷
地
区
、

西
裏
・
根
来
谷
地
区
で
間
伐
等

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
村
内
の
林
業
事
業
体
で
は
、

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
を
活
用
し
た

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ス
ピ
ー
カ

ー
」
な
ど
の
新
商
品
を
昨
年
か

ら
発
売
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
新
商
品
の
開
発
や
販
路
開

拓
を
促
進
す
る
た
め
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
新
商

品
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
き

ま
す
。

　
村
内
の
製
材
所
は
、
利
益
率

の
高
い
都
市
部
の
工
務
店
や
設

計
士
向
け
の
邸
別
販
売
を
増
や

し
て
い
く
た
め
、
２
年
続
け

て
、
「
高
知
県
産
業
振
興
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
事
業
」
を
活
用
し
、

大
阪
の
建
築
家
の
協
力
の
下
で

新
規
取
引
先
を
開
拓
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
関
西
の
２
企
業

（
工
務
店
）
と
商
談
を
す
す
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き

続
き
村
も
窓
口
等
と
し
て
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

●
観
光
・
商
業
振
興

　
２
年
目
を
迎
え
た
高
知
県
の

「
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
〜
自
然
＆

体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜
」
で

は
、
海
、
山
、
川
に
ス
ポ
ッ
ト

が
当
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
村
の
山
、
川
を
生
か
し
て
今

ま
で
以
上
の
観
光
客
を
呼
び
込

も
う
と
取
り
組
み
ま
す
。
高
知

県
東
部
観
光
協
議
会
と
連
携
し

て
広
域
的
な
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
本
村
の
フ
ァ
ン
の
増
加
を

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を
い

れ
、
さ
ら
な
る
納
税
額
ア
ッ
プ

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
教
育
委
員
会

　

　
本
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要

領
に
よ
り
、
小
学
校
で
外
国
語

や
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
始
ま
り

ま
す
。
本
村
で
は
、
本
年
度
に

村
内
４
校
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

端
末
機
械
を
接
続
で
き
る
環
境

を
作
り
、
持
続
し
て
勉
強
で
き

る
設
備
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
具
体
的
な
１
年
間
の

教
育
目
標
を
作
り
実
行
し
て
い

き
ま
す
。
目
指
す
教
育
は
、
自

分
で
考
え
判
断
で
き
る
力
、
そ

し
て
、
社
会
に
適
応
し
て
い
く

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。

各
学
校
で
は
、
一
貫
教
育
の
最

終
目
標
を
目
指
し
た
左
記
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

・
確
か
な
学
力
、
体
力
を
形

成
す
る
学
校
教
育
の
充
実

・
自
立
す
る
た
め
の
学
習
方

法
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
や
生
涯
教
育
の
実
践

・
馬
路
村
を
知
り
、
体
験
す

る
学
習
を
行
う

・
学
校
と
地
域
の
協
働
に
よ

り
子
ど
も
を
育
て
る
風
土

作
り
を
行
う

歳出投資的経費 
393,037 
（17.84％）

経常的経費
1,809,963
（82.16％）
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  ２月２日、魚梁瀬小中体
育館で魚梁瀬小中学校の
「杉の子発表会」が開催さ
れました。保護者や地域の
お年寄りまで、たくさんの
人たちに集まっていただ
き、堂々と日頃の学習の成
果を発表しました。

　
中
学
校
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

運
動
会
で
す
。
１
・
２
年
生
の
と
き
は
、
応

援
合
戦
で
メ
イ
ン
の
ネ
タ
を
任
さ
れ
、
３
年

生
の
今
年
は
団
長
と
し
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
「
あ
る
あ
る
探
検
隊
」
や
「
Ｔ
Ｔ
Ｔ
三

兄
弟
」
、
１
年
生
の
と
き
の
「
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
池
崎
」
は
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
こ
と
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
団
長
と
し

て
苦
労
し
た
け
れ
ど
、
小
学
生
も
つ
い
て
き

て
く
れ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
高
校
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
て
、
部
活
と
勉
強
を
中
心
に
、
充
実

し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。　

５･

６
年
生
は
、
ま
ず
、
勇
吾
君
が

出
て
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
言
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
Ｍ
１
の
音
楽
と
一
緒
に
私
と

佳
乃
子
ち
ゃ
ん
が
漫
才
を
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
の
ネ
タ
が
う
け
て

良
か
っ
た
で
す
。
先
輩
と
後
輩
役
の
泰

斗
君
と
勇
吾
君
た
ち
の
演
技
に
も
み
ん

な
笑
っ
て
く
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
最
後
、
和
太
鼓
を
や
っ
て
終
わ
り
ま

し
た
。
自
分
た
ち
な
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
と

っ
て
も
楽
し
む
こ
と
も
で
き
、
小
学
校

最
後
の
杉
の
子
発
表
会
は
思
い
出
に
残

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

６
年
　
井
上
和
奏

魚梁瀬中学校

　
僕
が
中
学
校
３
年
間
で
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
部
活
動

で
す
。
僕
は
小
学
校
の
頃
か
ら
野

球
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
中
学
校
３
年
間
の
経
験
は
と

て
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　
少
な
い
人
数
で
、
連
合
チ
ー
ム

で
し
た
が
、
県
大
会
に
３
度
も
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
連

合
チ
ー
ム
と
し
て
協
力
し
て
戦
う

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
僕
は
高
校
で
も
野
球
を
続
け
ま

す
。
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、
甲
子
園
出
場
に
向
け
、
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ゆう　　と

近 藤 悠 斗

杉の子発表会 学習発表会魚梁瀬小中学校

  ３月８日に魚梁瀬中学校で、また３月１３日
には馬路中学校で卒業式が行われ、合わせて
３人の３年生が巣立ちました。今回の「おら
が村の学校便り」では、卒業生に中学校での
思い出や将来の夢を語ってもらいました。

村を巣立った
中学生

馬路村で成長し、馬路村を巣立つ僕たち私たち

ゆ　　い

坂 本 優 衣

馬路中学校

　
私
が
一
番
中
学
校
生
活
で
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
最

後
の
運
動
会
で
す
。
赤
組
で
力
を
合
わ
せ
て
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
戦
っ
た
こ
と
で
、
練
習
で
は
勝
て
な
か
っ
た
競
技
で
勝

つ
こ
と
が
で
き
、
団
長
と
し
て
優
勝
旗
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
は
将
来
保
育
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
中
学
校
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
高
校
で

も
全
力
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
や
地
域
の
か
た
が
た
、
友
達
や

家
族
、
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ゆう     す

笹 岡 夢 珠

　
本
ば
ん
に
な
る
と
、
お
き
ゃ

く
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
い
る
か

ら
、
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
本

ば
ん
の
さ
い
し
ょ
に
、
き
ん
ち

ょ
う
し
て
わ
ら
い
ま
し
た
。
ぶ

た
い
の
上
で
、
パ
パ
や
マ
マ
を

見
つ
け
て
、
き
て
く
れ
て
う
れ

し
い
な
あ
と
お
も
い
ま
し
た
。

１
年
　
門
田
い
ろ
は

　
３･

４
年
生
は
、
は
じ
め
は
あ
ま

り
笑
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
あ

と
か
ら
み
ん
な
笑
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
家
に
帰
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
が

「
が
ん
ば
っ
た
ね
」
と
い
っ
て
く
れ

て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

４
年
　
島
田
せ
な　

中
学
生
は
、
今
年
一
年
の
「
楽
し
か

っ
た
行
事
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
英
語
で
発

表
し
ま
し
た
。
一
年
の
こ
と
を
振
り
返

っ
て
い
る
と
、
去
年
、
悠
斗
君
と
一
緒

に
バ
ン
ド
を
組
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
今
年
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
て
、
今
ま
で
や
っ
た
曲
を
す
べ
て

演
奏
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
悠
斗
君
と
演

奏
す
る
の
も
最
後
。
少
し
寂
し
く
感
じ

ま
し
た
。

２
年
　
井
上
奏
磨

小学１･２年生「やなせたんていだん」

小学３･４年生「この１年間のできごと」

小学５･６年生「注文の多い料理店」

中学生　　　「魚中10大ニュース」

わ
か
な

そ
う
ま

トンネル工事現場を見学したよ！ 　
２
月
10
日
、
前
号
の
「
広
報
う
ま
じ
」

で
紹
介
さ
れ
た
「
明
神
口
ト
ン
ネ
ル
」
の

工
事
現
場
を
、
馬
路
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
44
人
が
見
学
し
ま
し
た
。

発破を仕掛け穴を作る大型機械「ジャンボ」

　
暗
い
中
で
、
い
ろ
ん
な
機
械
を
使
っ

て
ト
ン
ネ
ル
を
造
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
　
　（
６
年 

濵
渦
翔
和
）

　
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
だ
け
で
な
く
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
吹
き
付
け
た
り
、
き
れ

い
な
空
気
を
送
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

作
業
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
６
年 

林
竜
乃
介
）

　
ト
ン
ネ
ル
を
造
る
大
変
さ
が
分
か

っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
ト
ン
ネ
ル
を

通
る
と
き
は
感
謝
し
た
い
で
す
。
　

（
６
年 

林
莉
菜
子
）
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  ２月２日、魚梁瀬小中体
育館で魚梁瀬小中学校の
「杉の子発表会」が開催さ
れました。保護者や地域の
お年寄りまで、たくさんの
人たちに集まっていただ
き、堂々と日頃の学習の成
果を発表しました。

　
中
学
校
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

運
動
会
で
す
。
１
・
２
年
生
の
と
き
は
、
応

援
合
戦
で
メ
イ
ン
の
ネ
タ
を
任
さ
れ
、
３
年

生
の
今
年
は
団
長
と
し
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
「
あ
る
あ
る
探
検
隊
」
や
「
Ｔ
Ｔ
Ｔ
三

兄
弟
」
、
１
年
生
の
と
き
の
「
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
池
崎
」
は
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
こ
と
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
団
長
と
し

て
苦
労
し
た
け
れ
ど
、
小
学
生
も
つ
い
て
き

て
く
れ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
高
校
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
て
、
部
活
と
勉
強
を
中
心
に
、
充
実

し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。　

５･

６
年
生
は
、
ま
ず
、
勇
吾
君
が

出
て
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
言
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
Ｍ
１
の
音
楽
と
一
緒
に
私
と

佳
乃
子
ち
ゃ
ん
が
漫
才
を
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
の
ネ
タ
が
う
け
て

良
か
っ
た
で
す
。
先
輩
と
後
輩
役
の
泰

斗
君
と
勇
吾
君
た
ち
の
演
技
に
も
み
ん

な
笑
っ
て
く
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

　
最
後
、
和
太
鼓
を
や
っ
て
終
わ
り
ま

し
た
。
自
分
た
ち
な
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
と

っ
て
も
楽
し
む
こ
と
も
で
き
、
小
学
校

最
後
の
杉
の
子
発
表
会
は
思
い
出
に
残

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

６
年
　
井
上
和
奏

魚梁瀬中学校

　
僕
が
中
学
校
３
年
間
で
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
部
活
動

で
す
。
僕
は
小
学
校
の
頃
か
ら
野

球
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
中
学
校
３
年
間
の
経
験
は
と

て
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。

　
少
な
い
人
数
で
、
連
合
チ
ー
ム

で
し
た
が
、
県
大
会
に
３
度
も
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
連

合
チ
ー
ム
と
し
て
協
力
し
て
戦
う

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
僕
は
高
校
で
も
野
球
を
続
け
ま

す
。
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、
甲
子
園
出
場
に
向
け
、
日
々

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ゆう　　と

近 藤 悠 斗

杉の子発表会 学習発表会魚梁瀬小中学校

  ３月８日に魚梁瀬中学校で、また３月１３日
には馬路中学校で卒業式が行われ、合わせて
３人の３年生が巣立ちました。今回の「おら
が村の学校便り」では、卒業生に中学校での
思い出や将来の夢を語ってもらいました。

村を巣立った
中学生

馬路村で成長し、馬路村を巣立つ僕たち私たち

ゆ　　い

坂 本 優 衣

馬路中学校

　
私
が
一
番
中
学
校
生
活
で
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
最

後
の
運
動
会
で
す
。
赤
組
で
力
を
合
わ
せ
て
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
戦
っ
た
こ
と
で
、
練
習
で
は
勝
て
な
か
っ
た
競
技
で
勝

つ
こ
と
が
で
き
、
団
長
と
し
て
優
勝
旗
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
は
将
来
保
育
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
中
学
校
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
高
校
で

も
全
力
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
や
地
域
の
か
た
が
た
、
友
達
や

家
族
、
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ゆう     す

笹 岡 夢 珠

　
本
ば
ん
に
な
る
と
、
お
き
ゃ

く
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
い
る
か

ら
、
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
本

ば
ん
の
さ
い
し
ょ
に
、
き
ん
ち

ょ
う
し
て
わ
ら
い
ま
し
た
。
ぶ

た
い
の
上
で
、
パ
パ
や
マ
マ
を

見
つ
け
て
、
き
て
く
れ
て
う
れ

し
い
な
あ
と
お
も
い
ま
し
た
。

１
年
　
門
田
い
ろ
は

　
３･

４
年
生
は
、
は
じ
め
は
あ
ま

り
笑
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
あ

と
か
ら
み
ん
な
笑
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
家
に
帰
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
が

「
が
ん
ば
っ
た
ね
」
と
い
っ
て
く
れ

て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

４
年
　
島
田
せ
な　

中
学
生
は
、
今
年
一
年
の
「
楽
し
か

っ
た
行
事
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
英
語
で
発

表
し
ま
し
た
。
一
年
の
こ
と
を
振
り
返

っ
て
い
る
と
、
去
年
、
悠
斗
君
と
一
緒

に
バ
ン
ド
を
組
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
今
年
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
て
、
今
ま
で
や
っ
た
曲
を
す
べ
て

演
奏
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
悠
斗
君
と
演

奏
す
る
の
も
最
後
。
少
し
寂
し
く
感
じ

ま
し
た
。

２
年
　
井
上
奏
磨

小学１･２年生「やなせたんていだん」

小学３･４年生「この１年間のできごと」

小学５･６年生「注文の多い料理店」

中学生　　　「魚中10大ニュース」

わ
か
な

そ
う
ま

トンネル工事現場を見学したよ！ 　
２
月
10
日
、
前
号
の
「
広
報
う
ま
じ
」

で
紹
介
さ
れ
た
「
明
神
口
ト
ン
ネ
ル
」
の

工
事
現
場
を
、
馬
路
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
44
人
が
見
学
し
ま
し
た
。
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暗
い
中
で
、
い
ろ
ん
な
機
械
を
使
っ

て
ト
ン
ネ
ル
を
造
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
　
　（
６
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濵
渦
翔
和
）

　
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
だ
け
で
な
く
、
コ

ン
ク
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ー
ト
を
吹
き
付
け
た
り
、
き
れ

い
な
空
気
を
送
っ
た
り
、
い
ろ
い
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な

作
業
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
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竜
乃
介
）

　
ト
ン
ネ
ル
を
造
る
大
変
さ
が
分
か

っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
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ル
を

通
る
と
き
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し
た
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で
す
。
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６
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菜
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令和元年度馬路村一般会計補正予算（第7号）について

令和元年度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第4号）について

令和元年度馬路村診療所特別会計補正予算（第4号）について

令和元年度馬路村後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について

令和元年度馬路村小水力発電特別会計補正予算（第2号）について

監査委員の選任について（谷井　枝）

魚梁瀬森林公園の指定管理者の指定について

魚梁瀬森林鉄道の指定管理者の指定について

職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について

馬路村手数料徴収条例の一部を改正する条例について

行政不服審査法第81条第1項の機関の事務の委託について
高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び高知県市町村総
合事務組合規約の変更について
高知県市町村総合事務組合から芸東衛生組合が脱退することに伴う財産処分について
高知県市町村総合事務組合から高幡西部特別養護老人ホーム組合が脱退することに
伴う財産処分について
令和2年度馬路村一般会計予算について

令和2年度馬路村国民健康保険特別会計予算について

令和2年度馬路村簡易水道特別会計予算について

令和2年度馬路村診療所特別会計予算について

令和2年度馬路村介護サービス特別会計予算について

令和2年度馬路村後期高齢者医療特別会計予算について

令和2年度馬路村小水力発電特別会計予算について

○ ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　― ： 議長

投票総数7票、有効7票、無効0票
賛成＝7票、反対＝0票

可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
同
意
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

３
月
定
例
会

編集・発行
馬路村議会

　
　令和2年3月定例会は、3月3日から6日までの4日間の会期で開催された。
　3日は、定例監査報告等の諸般の報告に続いて、令和元年度補正予算5議
案を可決。令和2年度予算案等の15議案が提案説明された後、監査委員の
選任に同意した。4日は、議案精査のため休会。
　5日は、7氏による一般質問の後、議案の審議、採決を行い、令和2年度
予算、指定管理者の指定、条例改正などの議案を可決し、会期を1日繰り
上げて閉会した。

一

般

質

問

　一
般
質
問
に

は
7
氏
が
立

ち
、
次
の
と
お

り
質
問
を
行
っ

た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

答
（
村
長
）

　2
年
目
が
終
わ
る
現
段
階

の
状
況
と
各
分
野
に
お
け
る

今
後
の
方
向
性
で
あ
る
が
、

産
業
振
興
で
は
「
馬
路
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦

略
」
お
よ
び
「
高
知
県
産
業

振
興
計
画
」
を
柱
に
産
業
振

興
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
馬
路
村
農

業
協
同
組
合
の
加
工
部
門
に

お
い
て
は
、
テ
レ
ビ
で
ポ
ン

酢
し
ょ
う
ゆ
の
赤
キ
ャ
ッ
プ

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
消
費
者

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
商
品
力

が
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

今
一
度
の
既
存
商
品
の
磨
き

上
げ
や
新
商
品
の
開
発
、
情

報
発
信
力
の
向
上
に
よ
り
、

産
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。
基
幹
産
業
で

あ
る
ユ
ズ
加
工
品
の
振
興
に

は
、
設
備
投
資
に
補
助
す
る

な
ど
、
村
の
存
亡
に
つ
な
が

る
と
の
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　林
業
で
は
、
生
産
部
門
に

お
い
て
は
、
国
有
林
野
事
業

の
積
極
的
な
木
材
生
産
に
基

づ
く
業
務
の
受
注
と
、
森
林

環
境
譲
与
税
に
よ
る
民
間
森

林
か
ら
の
受
注
で
、
安
定
し

た
事
業
展
開
が
見
込
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
。
木
材
加
工
部
門
は
、
事

業
全
体
の
再
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

　人
口
対
策
と
し
て
は
、
ワ

ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の
実
施

や
移
住
相
談
会
へ
の
参
加
、

ふ
る
さ
と
応
援
隊
の
積
極
的

な
活
用
等
の
手
段
を
尽
く
し

第160号
●
監
査
委
員
の
選
任
に
つい
て

　谷
井

　枝
氏
を
適
任
者
と

し
て
認
め
、再
任
に
同
意
し
た
。

谷井　　枝（64歳）馬路
任期：令和2年4月1日
　　　から4年間

て
い
る
が
、
社
会
増
の
成
果

は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
全
国

に
目
を
向
け
た
、
さ
ら
な
る

情
報
収
集
と
「
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
推
進
法
」
の
研
究

に
よ
り
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

　福
祉
施
策
で
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

大
事
で
あ
り
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
が
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
馬
路

村
の
診
療
所
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
機
能
と
、
中
芸
広
域

連
合
の
専
門
職
等
に
村
の
職

員
が
加
わ
り
対
応
を
強
化
し
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
体
制
の
確
立
に
向
け
て
推

進
し
て
い
く
。

　魚
梁
瀬
の
振
興
で
は
、
地

区
の
人
口
減
少
の
歯
止
め
や

新
た
な
産
業
の
掘
り
起
こ
し

を
住
民
と
と
も
に
考
え
、
今

後
「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
や

な
せ
」
を
中
心
に
、
少
し
長

い
目
で
見
て
活
動
を
促
進
し

て
い
く
。

　観
光
の
面
で
は
、
目
標
値

を
掲
げ
た
馬
路
村
観
光
振
興

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
た

い
。
そ
の
推
進
に
は
馬
路
村

観
光
協
会
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
、
そ
の
設
立
や

育
成
に
努
力
し
、
高
知
県
東

部
観
光
協
議
会
や
村
内
観
光

団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
総

合
的
に
観
光
を
推
進
し
た
い
。

　財
政
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

数
年
の
間
、
地
方
交
付
税
が

減
少
し
て
お
り
、
そ
の
減
額

分
を
地
方
債
と
基
金
か
ら
の

繰
入
金
で
賄
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
安
定
し
た
収
入
が

あ
る
小
水
力
発
電
事
業
基
金
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
、
森
林

環
境
譲
与
税
基
金
の
活
用
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　濵
田
知
事
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
知
事
と
直
接
話
す

機
会
は
少
な
い
の
で
、
副
知

事
や
各
部
長
、
副
部
長
ら
と

政
策
議
論
を
し
っ
か
り
と
行

っ
て
い
く
。

山
中
隆
　議
員

村
政
発
展
の
希
望
に
つ
い
て

問
　元
気
村
と
言
わ
れ
た
本

村
、
最
近
そ
の
言
葉
が
聞
か

れ
な
い
。
「
人
口
増
よ
り
人

材
増
」
と
い
う
方
針
が
見
え

な
い
。
村
長
は
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　に
ぎ
や
か
さ
を
持
ち
続
け

る
馬
路
村
で
あ
る
た
め
に
は
、

や
は
り
人
材
育
成
を
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
自
分

に
任
さ
れ
た
最
大
の
使
命
だ

と
捉
え
て
い
る
。
職
員
に
地

域
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を
促

し
て
村
民
と
の
協
働
の
村
づ

く
り
が
活
発
に
行
え
る
仕
組

み
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
る
。

現
在
、
消
防
団
活
動
は
許
可

し
て
い
る
が
、
職
員
の
職
務

外
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
、
報
酬

を
得
て
地
域
貢
献
活
動
に
従

事
す
る
場
合
の
兼
業
を
認
め

る
基
準
を
明
確
に
し
、
村
職

員
が
活
動
へ
の
参
加
を
通
し

て
、
住
民
と
の
関
わ
り
を
深

く
持
ち
、
ひ
い
て
は
人
材
育

成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
先
駆
者
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
村
と
し
て
、
時

代
の
変
化
の
中
で
も
進
化
し

な
が
ら
前
向
き
に
進
ん
で
い

く
。

小
松
博
　議
員

林
道
の
計
画
に
つ
い
て

問
　令
和
2
年
度
に
、
林
道

城
山
栃
谷
線
の
開
設
工
事
が

完
了
予
定
で
あ
る
。
今
後
の

林
道
開
設
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

昨
年
12
月
に
踏
査
し
た
旧
馬

路
魚
梁
瀬
道
の
林
道
開
設
を

願
う
が
、
村
長
の
考
え
を
問

う
。

答
（
村
長
）

　現
在
、
村
に
は
26
路
線
、

総
延
長
約
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
林
道
が
あ
り
、
林
業
施
業

等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
林

道
城
山
栃
谷
線
は
令
和
2
年

の
夏
ご
ろ
に
全
線
開
通
す
る

予
定
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先

の
林
道
開
設
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
馬
路
村
森
林
組
合
や

森
林
所
有
者
の
か
た
が
た
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
令
和
3
年
度

に
向
け
て
は
、
新
規
の
林
道

開
設
の
計
画
を
国
、
県
に
要

望
す
る
予
定
で
、
高
知
県
安

芸
林
業
事
務
所
な
ど
行
政
機

関
と
の
連
携
を
密
に
、
協
議

を
進
め
て
い
る
。

村
づ
く
り
推
進
常
任
委
員
会
報
告
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日

　2
月
15
日
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
「
馬
路
村
特
別
村
民
大

交
流
会
」
に
参
加
し
た
。
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
別
村
民

制
度
の
意
義
を
理
解
し
、
特
別

村
民
や
関
係
者
と
の
対
話
を
通

し
て
、
直
接
意
見
や
感
想
が
聞

け
、
村
の
情
報
を
交
換
で
き
、

大
変
意
義
あ
る
機
会
と
な
っ
た
。

五
味
隆
仁
　議
員

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
　村
長
に
就
任
後
、
2
年
間

の
総
括
と
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
ま
た
、
濵
田
県
政
と
の

関
係
を
ど
の
よ
う
に
築
く
の
か

を
問
う
。
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仁

岡
田
元
生

山
中

　隆

枦
山
民
夫

小
松

　博
議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

同意議案第1号

議案第6号

議案第7号
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議案第10号
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議案第１5号
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議案第１7号

議案第１8号

議案第１9号

議案第20号

令和2年第1回　定例会で議決された議案などの賛否一覧表

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

令和元年度馬路村一般会計補正予算（第7号）について

令和元年度馬路村簡易水道特別会計補正予算（第4号）について

令和元年度馬路村診療所特別会計補正予算（第4号）について

令和元年度馬路村後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について

令和元年度馬路村小水力発電特別会計補正予算（第2号）について

監査委員の選任について（谷井　枝）

魚梁瀬森林公園の指定管理者の指定について

魚梁瀬森林鉄道の指定管理者の指定について

職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について

馬路村手数料徴収条例の一部を改正する条例について

行政不服審査法第81条第1項の機関の事務の委託について
高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び高知県市町村総
合事務組合規約の変更について
高知県市町村総合事務組合から芸東衛生組合が脱退することに伴う財産処分について
高知県市町村総合事務組合から高幡西部特別養護老人ホーム組合が脱退することに
伴う財産処分について
令和2年度馬路村一般会計予算について

令和2年度馬路村国民健康保険特別会計予算について

令和2年度馬路村簡易水道特別会計予算について

令和2年度馬路村診療所特別会計予算について

令和2年度馬路村介護サービス特別会計予算について

令和2年度馬路村後期高齢者医療特別会計予算について

令和2年度馬路村小水力発電特別会計予算について

○ ： 賛成　× ： 反対　欠 ： 欠席　― ： 議長

投票総数7票、有効7票、無効0票
賛成＝7票、反対＝0票

可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
同
意
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決
可
決

３
月
定
例
会

編集・発行
馬路村議会

　
　令和2年3月定例会は、3月3日から6日までの4日間の会期で開催された。
　3日は、定例監査報告等の諸般の報告に続いて、令和元年度補正予算5議
案を可決。令和2年度予算案等の15議案が提案説明された後、監査委員の
選任に同意した。4日は、議案精査のため休会。
　5日は、7氏による一般質問の後、議案の審議、採決を行い、令和2年度
予算、指定管理者の指定、条例改正などの議案を可決し、会期を1日繰り
上げて閉会した。

一

般

質

問

　一
般
質
問
に

は
7
氏
が
立

ち
、
次
の
と
お

り
質
問
を
行
っ

た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

答
（
村
長
）

　2
年
目
が
終
わ
る
現
段
階

の
状
況
と
各
分
野
に
お
け
る

今
後
の
方
向
性
で
あ
る
が
、

産
業
振
興
で
は
「
馬
路
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦

略
」
お
よ
び
「
高
知
県
産
業

振
興
計
画
」
を
柱
に
産
業
振

興
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
馬
路
村
農

業
協
同
組
合
の
加
工
部
門
に

お
い
て
は
、
テ
レ
ビ
で
ポ
ン

酢
し
ょ
う
ゆ
の
赤
キ
ャ
ッ
プ

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
消
費
者

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
商
品
力

が
あ
る
と
確
信
が
持
て
た
。

今
一
度
の
既
存
商
品
の
磨
き

上
げ
や
新
商
品
の
開
発
、
情

報
発
信
力
の
向
上
に
よ
り
、

産
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。
基
幹
産
業
で

あ
る
ユ
ズ
加
工
品
の
振
興
に

は
、
設
備
投
資
に
補
助
す
る

な
ど
、
村
の
存
亡
に
つ
な
が

る
と
の
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　林
業
で
は
、
生
産
部
門
に

お
い
て
は
、
国
有
林
野
事
業

の
積
極
的
な
木
材
生
産
に
基

づ
く
業
務
の
受
注
と
、
森
林

環
境
譲
与
税
に
よ
る
民
間
森

林
か
ら
の
受
注
で
、
安
定
し

た
事
業
展
開
が
見
込
ま
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
。
木
材
加
工
部
門
は
、
事

業
全
体
の
再
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

　人
口
対
策
と
し
て
は
、
ワ

ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の
実
施

や
移
住
相
談
会
へ
の
参
加
、

ふ
る
さ
と
応
援
隊
の
積
極
的

な
活
用
等
の
手
段
を
尽
く
し

第160号
●
監
査
委
員
の
選
任
に
つい
て

　谷
井

　枝
氏
を
適
任
者
と

し
て
認
め
、再
任
に
同
意
し
た
。

谷井　　枝（64歳）馬路
任期：令和2年4月1日
　　　から4年間

て
い
る
が
、
社
会
増
の
成
果

は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
全
国

に
目
を
向
け
た
、
さ
ら
な
る

情
報
収
集
と
「
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
推
進
法
」
の
研
究

に
よ
り
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

　福
祉
施
策
で
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

大
事
で
あ
り
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
が
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
馬
路

村
の
診
療
所
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
機
能
と
、
中
芸
広
域

連
合
の
専
門
職
等
に
村
の
職

員
が
加
わ
り
対
応
を
強
化
し
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
体
制
の
確
立
に
向
け
て
推

進
し
て
い
く
。

　魚
梁
瀬
の
振
興
で
は
、
地

区
の
人
口
減
少
の
歯
止
め
や

新
た
な
産
業
の
掘
り
起
こ
し

を
住
民
と
と
も
に
考
え
、
今

後
「
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
や

な
せ
」
を
中
心
に
、
少
し
長

い
目
で
見
て
活
動
を
促
進
し

て
い
く
。

　観
光
の
面
で
は
、
目
標
値

を
掲
げ
た
馬
路
村
観
光
振
興

計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
た

い
。
そ
の
推
進
に
は
馬
路
村

観
光
協
会
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
、
そ
の
設
立
や

育
成
に
努
力
し
、
高
知
県
東

部
観
光
協
議
会
や
村
内
観
光

団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
総

合
的
に
観
光
を
推
進
し
た
い
。

　財
政
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

数
年
の
間
、
地
方
交
付
税
が

減
少
し
て
お
り
、
そ
の
減
額

分
を
地
方
債
と
基
金
か
ら
の

繰
入
金
で
賄
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
安
定
し
た
収
入
が

あ
る
小
水
力
発
電
事
業
基
金
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
、
森
林

環
境
譲
与
税
基
金
の
活
用
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　濵
田
知
事
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
知
事
と
直
接
話
す

機
会
は
少
な
い
の
で
、
副
知

事
や
各
部
長
、
副
部
長
ら
と

政
策
議
論
を
し
っ
か
り
と
行

っ
て
い
く
。

山
中
隆
　議
員

村
政
発
展
の
希
望
に
つ
い
て

問
　元
気
村
と
言
わ
れ
た
本

村
、
最
近
そ
の
言
葉
が
聞
か

れ
な
い
。
「
人
口
増
よ
り
人

材
増
」
と
い
う
方
針
が
見
え

な
い
。
村
長
は
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　に
ぎ
や
か
さ
を
持
ち
続
け

る
馬
路
村
で
あ
る
た
め
に
は
、

や
は
り
人
材
育
成
を
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
自
分

に
任
さ
れ
た
最
大
の
使
命
だ

と
捉
え
て
い
る
。
職
員
に
地

域
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を
促

し
て
村
民
と
の
協
働
の
村
づ

く
り
が
活
発
に
行
え
る
仕
組

み
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
る
。

現
在
、
消
防
団
活
動
は
許
可

し
て
い
る
が
、
職
員
の
職
務

外
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
、
報
酬

を
得
て
地
域
貢
献
活
動
に
従

事
す
る
場
合
の
兼
業
を
認
め

る
基
準
を
明
確
に
し
、
村
職

員
が
活
動
へ
の
参
加
を
通
し

て
、
住
民
と
の
関
わ
り
を
深

く
持
ち
、
ひ
い
て
は
人
材
育

成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
先
駆
者
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
村
と
し
て
、
時

代
の
変
化
の
中
で
も
進
化
し

な
が
ら
前
向
き
に
進
ん
で
い

く
。

小
松
博
　議
員

林
道
の
計
画
に
つ
い
て

問
　令
和
2
年
度
に
、
林
道

城
山
栃
谷
線
の
開
設
工
事
が

完
了
予
定
で
あ
る
。
今
後
の

林
道
開
設
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

昨
年
12
月
に
踏
査
し
た
旧
馬

路
魚
梁
瀬
道
の
林
道
開
設
を

願
う
が
、
村
長
の
考
え
を
問

う
。

答
（
村
長
）

　現
在
、
村
に
は
26
路
線
、

総
延
長
約
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
林
道
が
あ
り
、
林
業
施
業

等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
林

道
城
山
栃
谷
線
は
令
和
2
年

の
夏
ご
ろ
に
全
線
開
通
す
る

予
定
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
先

の
林
道
開
設
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
馬
路
村
森
林
組
合
や

森
林
所
有
者
の
か
た
が
た
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
令
和
3
年
度

に
向
け
て
は
、
新
規
の
林
道

開
設
の
計
画
を
国
、
県
に
要

望
す
る
予
定
で
、
高
知
県
安

芸
林
業
事
務
所
な
ど
行
政
機

関
と
の
連
携
を
密
に
、
協
議

を
進
め
て
い
る
。

村
づ
く
り
推
進
常
任
委
員
会
報
告
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　2
月
15
日
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
「
馬
路
村
特
別
村
民
大

交
流
会
」
に
参
加
し
た
。
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
別
村
民

制
度
の
意
義
を
理
解
し
、
特
別

村
民
や
関
係
者
と
の
対
話
を
通

し
て
、
直
接
意
見
や
感
想
が
聞

け
、
村
の
情
報
を
交
換
で
き
、

大
変
意
義
あ
る
機
会
と
な
っ
た
。

五
味
隆
仁
　議
員

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
　村
長
に
就
任
後
、
2
年
間

の
総
括
と
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
ま
た
、
濵
田
県
政
と
の

関
係
を
ど
の
よ
う
に
築
く
の
か

を
問
う
。



「日本遺産」の日記念のPRイベントに出店しました！

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.32・33～

日本遺産
第 3号認定
登録番号 51

材木流し絵馬 ( 奈半利町 ) 小島橋フラフ ( 北川村 )八幡の跨線橋 ( 田野町 )

第２７回ハーブサミットin中芸

＆中芸ハーブフェスティバル
2020 開催！

　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産の魅力を高め、そ

れぞれの地域の連携を強化し、新たな中芸地域を全

国に発信することを目的に、令和２年１０月３１日

（土）～１１月３日（火・祝）まで、「第２７回ハーブ

サミット in 中芸＆中芸ハーブフェスティバル

2020」が開催されます。今回の開催では、日本一の

生産量を誇る『ゆず』をメインテーマとして、食や体

験イベントを中心に、ハーブの個性と特色を生かし

た魅力あるまちづくりを進めていきます。

　文化庁が日本遺産に対する理解と関心を高める

ことを目的に、「２月１３日を日本遺産の日」と制定

しました。これを記念して、全国から日本遺産に認

定された団体が、東京の有楽町駅前に集まり、PR イ

ベントが実施されました。イベントではまるごと高

知のかたがたのご協力により、ゆずを使った産品を

販売するなどして、多くの皆さま方への PR ができ

ました。またシンポジウムでは、島根県のヤマタノ

オロチ退治伝説である石見神楽の披露、お笑い芸人

ナイツによる漫談やゲームデザイナー堀井雄二氏

などによるスペシャルトークで盛り上がりました。

はちまん　　こ　せんきょう

問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（中芸広域体育館内）　Tel：0887-30-1865
Mail：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
H P：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索
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令
和
元
年
12
月
に
踏
破
し

た
魚
梁
瀬
道
は
、
大
き
く
崩

壊
し
て
お
り
、
迂
回
を
必
要

と
す
る
場
所
が
数
カ
所
あ
る

な
ど
、
観
光
用
道
路
と
し
て

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
確

認
し
た
。
し
か
し
、
男
性
で

6
時
間
、
女
性
で
は
7
時
間

で
踏
破
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
今
後
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
影
響
に
よ
る
災
害
で
、

大
規
模
な
県
道
崩
壊
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
迂
回
通
行
路

活
用
の
可
能
性
は
十
分
に
あ

る
。
魚
梁
瀬
道
は
主
に
国
有

林
内
を
通
る
の
で
、
安
芸
森

林
管
理
署
及
び
四
国
森
林
管

理
局
に
積
極
的
に
投
げ
か
け

て
い
き
た
い
。

岡
田
元
生
　議
員

村
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
県
内
の
全
市
町
村
給
与

が
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
比
較

で
国
を
下
回
る
と
報
道
さ
れ

た
。
高
知
県
で
は
人
材
育
成
基

本
方
針
で
目
指
す
職
員
像
（
創

造
性
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

し
、
成
果
を
つ
か
み
取
る
職

員
）
を
示
し
、
任
用
・
育
成
と

評
価
を
総
合
的
に
運
用
し
て

「
県
民
の
皆
さ
ま
が
幸
せ
で
将

来
に
希
望
が
持
て
る
高
知
県
の

実
現
」
を
目
指
し
て
い
る
。
人

材
の
育
成
の
た
め
に
人
事
評
価

を
昇
給
な
ら
び
に
勤
勉
手
当
に

活
用
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、

た
び
た
び
触
れ
て
き
た
。
給
与

の
財
源
は
地
方
交
付
税
に
算
定

さ
れ
て
お
り
、
人
事
評
価
の
運

用
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
、
指

数
の
低
さ
に
反
映
し
て
い
る
。

本
村
の
目
指
す
職
員
像
を
明
確

に
し
て
職
員
に
示
し
、
職
員
の

育
成
を
行
い
、
そ
れ
に
見
合
う

給
与
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　
職
員
の
人
事
評
価
制
度
は
、

平
成
28
年
度
人
事
評
価
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
開
始
し
た
。
昇

給
お
よ
び
昇
格
制
度
へ
の
運

用
は
、
2
年
前
か
ら
行
っ
て

お
り
、
村
職
員
の
求
め
ら
れ

る
職
員
像
と
し
て
5
項
目
、

一
般
職
と
管
理
職
の
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
し
て
各
3
項
目

を
示
す
と
と
も
に
、
能
力
・

業
績
評
価
を
し
て
い
る
。

問
　
一
昔
前
は
「
親
方
日
の

丸
、
休
ま
ず
遅
れ
ず
働
か

ず
」
と
い
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
表
さ
れ
、
年
功
序

列
の
給
与
の
形
態
だ
っ
た
。

こ
の
春
闘
で
経
営
者
側
は
、

功
績
評
価
を
取
り
入
れ
る
方

針
を
示
し
た
。
評
価
に
当
た

っ
て
は
一
律
の
基
準
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
に
合

わ
せ
た
公
正
な
評
価
を
行
い
、

人
材
育
成
を
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
昇
給
と
勤
勉
手
当
の
性

質
の
違
い
に
配
慮
を
し
て
、

職
員
の
育
成
に
あ
た
り
、
村

民
に
信
頼
さ
れ
未
来
に
希
望

が
持
て
る
馬
路
村
と
職
員
の

育
成
を
望
む
が
、
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　
勤
勉
手
当
へ
の
運
用
が
人

事
評
価
者
の
理
解
度
と
面
接

が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
遅

れ
た
が
、
令
和
2
年
度
か
ら

反
映
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

人
事
評
価
を
通
じ
て
、
1
次

評
価
者
で
あ
る
課
長
職
が
し

っ
か
り
と
課
内
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
、
職
員
と
も
に
力

が
伸
び
る
よ
う
に
活
用
し
て

い
き
た
い
。

岩
城
勝
則
　議
員

観
光
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
馬
路
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン

や
森
林
鉄
道
周
辺
等
を
、
整

備
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　
三
宝
山
や
馬
路
温
泉
に
隣

接
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
お
よ
び

森
林
鉄
道
周
辺
の
エ
リ
ア
は
、

本
村
の
長
期
的
な
景
観
づ
く

り
に
よ
り
観
光
資
源
と
し
て

磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
森
林
環
境
譲

与
税
が
ス
タ
ー
ト
し
、
都
市

住
民
も
税
金
と
し
て
森
林
環

境
税
を
支
払
う
た
め
、
山
に

関
心
が
向
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
こ

で
、
令
和
2
年
度
に
は
三
宝

山
か
ら
イ
ノ
シ
シ
牧
場
等
の

周
辺
を
上
空
か
ら
ド
ロ
ー
ン

で
撮
影
し
、
整
備
計
画
づ
く

り
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
村
の
四
季
を
楽

し
め
る
風
景
の
整
備
を
し
て

い
き
た
い
。

皆
津
由
理
　議
員

携
帯
電
話
通
話
域
の
拡
大
に
つ

い
て

問
　
自
動
車
で
の
移
動
が
不

可
欠
で
あ
る
本
村
に
お
い
て
、

主
要
道
路
上
で
い
ま
だ
携
帯

電
話
の
不
通
区
域
が
広
く
存

在
し
て
い
る
。
車
両
ト
ラ
ブ

ル
や
災
害
発
生
時
な
ど
、
い

ざ
と
い
う
時
の
救
護
要
請
等

に
支
障
を
来
す
、
由
々
し
き

問
題
で
あ
る
。
も
っ
と
積
極

的
に
対
処
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
（
村
長
）

　
山
間
部
の
多
い
高
知
県
に

は
、
人
家
や
集
落
が
あ
り
な

が
ら
、
携
帯
電
話
が
通
じ
な

い
集
落
が
22
の
市
町
村
に
あ

り
、76
集
落
で
今
も
1
0
0
0

人
以
上
が
暮
ら
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
幸
い
に
も
こ

の
問
題
に
早
く
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
本
村
で
は
、
人
家

が
あ
る
場
所
で
携
帯
電
話
を

利
用
で
き
な
い
状
況
は
解
消

さ
れ
て
い
る
。

　
通
話
状
況
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
無
線
基
地
の
設
置

費
用
や
維
持
費
が
必
要
と
な

る
。
人
家
が
な
い
と
国
の
補

助
金
も
つ
か
な
い
の
で
、
本

村
の
通
話
域
の
拡
大
に
は
困

難
を
要
す
る
が
近
隣
の
市
町

村
と
連
携
し
、
国
へ
要
望
し

て
い
く
。

枦
山
民
夫
　議
員

高
齢
者
の
在
宅
支
援
体
制
に
つ

い
て

問
　
高
齢
化
が
進
み
独
居
高

齢
者
が
増
え
て
、
支
援
が
ま

す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　
本
村
の
65
歳
以
上
の
高
齢

化
率
は
令
和
2
年
1
月
末
現

在
で
40
・
38
％
、
平
成
27
年

の
国
勢
調
査
で
は
高
齢
単
身

世
帯
は
72
世
帯
で
、
村
の
独

自
調
査
結
果
に
よ
る
と
在
宅

の
独
居
高
齢
世
帯
は
約
70
世

帯
で
あ
る
。
特
に
増
加
傾
向

に
は
な
く
、
ま
だ
一
人
で
自

立
し
た
生
活
が
維
持
で
き
て

い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

と
分
析
し
て
い
る
。
高
齢
者

全
般
の
在
宅
支
援
の
た
め
、

住
民
力
を
生
か
し
た
「
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
高
齢
単
身
者
が
地
域

住
民
と
日
中
を
過
ご
せ
、
馬

路
村
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

に
よ
る
戸
別
訪
問
や
配
食
サ

ー
ビ
ス
、
通
院
送
迎
等
を
受

け
て
い
る
。
介
護
認
定
者
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
等
を
利

用
し
、
そ
の
人
ら
し
い
在
宅

生
活
が
送
れ
て
い
る
。

　
令
和
2
年
度
は
、
皆
さ
ん

が
要
介
護
状
態
に
な
る
の
を

少
し
で
も
遅
ら
せ
よ
う
と
、

フ
レ
イ
ル
対
策
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢

者
施
策
に
対
す
る
声
を
拾
い

上
げ
る
体
制
を
つ
く
り
、
村

で
で
き
る
だ
け
長
く
生
活
を

続
け
た
い
と
い
う
意
向
に
沿

え
る
よ
う
、
地
域
住
民
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
包

括
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
含
め
た
村

づ
く
り
に
一
層
の
推
進
を
図

っ
て
い
く
。
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「日本遺産」の日記念のPRイベントに出店しました！

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.32・33～

日本遺産
第 3号認定
登録番号 51

材木流し絵馬 ( 奈半利町 ) 小島橋フラフ ( 北川村 )八幡の跨線橋 ( 田野町 )

第２７回ハーブサミットin中芸

＆中芸ハーブフェスティバル
2020 開催！

　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産の魅力を高め、そ

れぞれの地域の連携を強化し、新たな中芸地域を全

国に発信することを目的に、令和２年１０月３１日

（土）～１１月３日（火・祝）まで、「第２７回ハーブ

サミット in 中芸＆中芸ハーブフェスティバル

2020」が開催されます。今回の開催では、日本一の

生産量を誇る『ゆず』をメインテーマとして、食や体

験イベントを中心に、ハーブの個性と特色を生かし

た魅力あるまちづくりを進めていきます。

　文化庁が日本遺産に対する理解と関心を高める

ことを目的に、「２月１３日を日本遺産の日」と制定

しました。これを記念して、全国から日本遺産に認

定された団体が、東京の有楽町駅前に集まり、PR イ

ベントが実施されました。イベントではまるごと高

知のかたがたのご協力により、ゆずを使った産品を

販売するなどして、多くの皆さま方への PR ができ

ました。またシンポジウムでは、島根県のヤマタノ

オロチ退治伝説である石見神楽の披露、お笑い芸人

ナイツによる漫談やゲームデザイナー堀井雄二氏

などによるスペシャルトークで盛り上がりました。

はちまん　　こ　せんきょう

問い合わせ：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
（中芸広域体育館内）　Tel：0887-30-1865
Mail：yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
H P：http://yuzuroad.jp/ 「ゆずとりんてつ」で検索
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令
和
元
年
12
月
に
踏
破
し

た
魚
梁
瀬
道
は
、
大
き
く
崩

壊
し
て
お
り
、
迂
回
を
必
要

と
す
る
場
所
が
数
カ
所
あ
る

な
ど
、
観
光
用
道
路
と
し
て

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
確

認
し
た
。
し
か
し
、
男
性
で

6
時
間
、
女
性
で
は
7
時
間

で
踏
破
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
今
後
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
影
響
に
よ
る
災
害
で
、

大
規
模
な
県
道
崩
壊
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
迂
回
通
行
路

活
用
の
可
能
性
は
十
分
に
あ

る
。
魚
梁
瀬
道
は
主
に
国
有

林
内
を
通
る
の
で
、
安
芸
森

林
管
理
署
及
び
四
国
森
林
管

理
局
に
積
極
的
に
投
げ
か
け

て
い
き
た
い
。

岡
田
元
生
　議
員

村
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

問
　
県
内
の
全
市
町
村
給
与

が
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
比
較

で
国
を
下
回
る
と
報
道
さ
れ

た
。
高
知
県
で
は
人
材
育
成
基

本
方
針
で
目
指
す
職
員
像
（
創

造
性
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

し
、
成
果
を
つ
か
み
取
る
職

員
）
を
示
し
、
任
用
・
育
成
と

評
価
を
総
合
的
に
運
用
し
て

「
県
民
の
皆
さ
ま
が
幸
せ
で
将

来
に
希
望
が
持
て
る
高
知
県
の

実
現
」
を
目
指
し
て
い
る
。
人

材
の
育
成
の
た
め
に
人
事
評
価

を
昇
給
な
ら
び
に
勤
勉
手
当
に

活
用
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、

た
び
た
び
触
れ
て
き
た
。
給
与

の
財
源
は
地
方
交
付
税
に
算
定

さ
れ
て
お
り
、
人
事
評
価
の
運

用
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
、
指

数
の
低
さ
に
反
映
し
て
い
る
。

本
村
の
目
指
す
職
員
像
を
明
確

に
し
て
職
員
に
示
し
、
職
員
の

育
成
を
行
い
、
そ
れ
に
見
合
う

給
与
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　
職
員
の
人
事
評
価
制
度
は
、

平
成
28
年
度
人
事
評
価
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
開
始
し
た
。
昇

給
お
よ
び
昇
格
制
度
へ
の
運

用
は
、
2
年
前
か
ら
行
っ
て

お
り
、
村
職
員
の
求
め
ら
れ

る
職
員
像
と
し
て
5
項
目
、

一
般
職
と
管
理
職
の
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
し
て
各
3
項
目

を
示
す
と
と
も
に
、
能
力
・

業
績
評
価
を
し
て
い
る
。

問
　
一
昔
前
は
「
親
方
日
の

丸
、
休
ま
ず
遅
れ
ず
働
か

ず
」
と
い
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
表
さ
れ
、
年
功
序

列
の
給
与
の
形
態
だ
っ
た
。

こ
の
春
闘
で
経
営
者
側
は
、

功
績
評
価
を
取
り
入
れ
る
方

針
を
示
し
た
。
評
価
に
当
た

っ
て
は
一
律
の
基
準
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
に
合

わ
せ
た
公
正
な
評
価
を
行
い
、

人
材
育
成
を
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
昇
給
と
勤
勉
手
当
の
性

質
の
違
い
に
配
慮
を
し
て
、

職
員
の
育
成
に
あ
た
り
、
村

民
に
信
頼
さ
れ
未
来
に
希
望

が
持
て
る
馬
路
村
と
職
員
の

育
成
を
望
む
が
、
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　
勤
勉
手
当
へ
の
運
用
が
人

事
評
価
者
の
理
解
度
と
面
接

が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
遅

れ
た
が
、
令
和
2
年
度
か
ら

反
映
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

人
事
評
価
を
通
じ
て
、
1
次

評
価
者
で
あ
る
課
長
職
が
し

っ
か
り
と
課
内
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
、
職
員
と
も
に
力

が
伸
び
る
よ
う
に
活
用
し
て

い
き
た
い
。

岩
城
勝
則
　議
員

観
光
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

問
　
馬
路
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン

や
森
林
鉄
道
周
辺
等
を
、
整

備
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
（
村
長
）

　
三
宝
山
や
馬
路
温
泉
に
隣

接
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
お
よ
び

森
林
鉄
道
周
辺
の
エ
リ
ア
は
、

本
村
の
長
期
的
な
景
観
づ
く

り
に
よ
り
観
光
資
源
と
し
て

磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
森
林
環
境
譲

与
税
が
ス
タ
ー
ト
し
、
都
市

住
民
も
税
金
と
し
て
森
林
環

境
税
を
支
払
う
た
め
、
山
に

関
心
が
向
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
こ

で
、
令
和
2
年
度
に
は
三
宝

山
か
ら
イ
ノ
シ
シ
牧
場
等
の

周
辺
を
上
空
か
ら
ド
ロ
ー
ン

で
撮
影
し
、
整
備
計
画
づ
く

り
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
村
の
四
季
を
楽

し
め
る
風
景
の
整
備
を
し
て

い
き
た
い
。

皆
津
由
理
　議
員

携
帯
電
話
通
話
域
の
拡
大
に
つ

い
て

問
　
自
動
車
で
の
移
動
が
不

可
欠
で
あ
る
本
村
に
お
い
て
、

主
要
道
路
上
で
い
ま
だ
携
帯

電
話
の
不
通
区
域
が
広
く
存

在
し
て
い
る
。
車
両
ト
ラ
ブ

ル
や
災
害
発
生
時
な
ど
、
い

ざ
と
い
う
時
の
救
護
要
請
等

に
支
障
を
来
す
、
由
々
し
き

問
題
で
あ
る
。
も
っ
と
積
極

的
に
対
処
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
（
村
長
）

　
山
間
部
の
多
い
高
知
県
に

は
、
人
家
や
集
落
が
あ
り
な

が
ら
、
携
帯
電
話
が
通
じ
な

い
集
落
が
22
の
市
町
村
に
あ

り
、76
集
落
で
今
も
1
0
0
0

人
以
上
が
暮
ら
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
る
。
幸
い
に
も
こ

の
問
題
に
早
く
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
本
村
で
は
、
人
家

が
あ
る
場
所
で
携
帯
電
話
を

利
用
で
き
な
い
状
況
は
解
消

さ
れ
て
い
る
。

　
通
話
状
況
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
無
線
基
地
の
設
置

費
用
や
維
持
費
が
必
要
と
な

る
。
人
家
が
な
い
と
国
の
補

助
金
も
つ
か
な
い
の
で
、
本

村
の
通
話
域
の
拡
大
に
は
困

難
を
要
す
る
が
近
隣
の
市
町

村
と
連
携
し
、
国
へ
要
望
し

て
い
く
。

枦
山
民
夫
　議
員

高
齢
者
の
在
宅
支
援
体
制
に
つ

い
て

問
　
高
齢
化
が
進
み
独
居
高

齢
者
が
増
え
て
、
支
援
が
ま

す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

答
（
村
長
）

　
本
村
の
65
歳
以
上
の
高
齢

化
率
は
令
和
2
年
1
月
末
現

在
で
40
・
38
％
、
平
成
27
年

の
国
勢
調
査
で
は
高
齢
単
身

世
帯
は
72
世
帯
で
、
村
の
独

自
調
査
結
果
に
よ
る
と
在
宅

の
独
居
高
齢
世
帯
は
約
70
世

帯
で
あ
る
。
特
に
増
加
傾
向

に
は
な
く
、
ま
だ
一
人
で
自

立
し
た
生
活
が
維
持
で
き
て

い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

と
分
析
し
て
い
る
。
高
齢
者

全
般
の
在
宅
支
援
の
た
め
、

住
民
力
を
生
か
し
た
「
あ
っ

た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
高
齢
単
身
者
が
地
域

住
民
と
日
中
を
過
ご
せ
、
馬

路
村
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

に
よ
る
戸
別
訪
問
や
配
食
サ

ー
ビ
ス
、
通
院
送
迎
等
を
受

け
て
い
る
。
介
護
認
定
者
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
等
を
利

用
し
、
そ
の
人
ら
し
い
在
宅

生
活
が
送
れ
て
い
る
。

　
令
和
2
年
度
は
、
皆
さ
ん

が
要
介
護
状
態
に
な
る
の
を

少
し
で
も
遅
ら
せ
よ
う
と
、

フ
レ
イ
ル
対
策
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢

者
施
策
に
対
す
る
声
を
拾
い

上
げ
る
体
制
を
つ
く
り
、
村

で
で
き
る
だ
け
長
く
生
活
を

続
け
た
い
と
い
う
意
向
に
沿

え
る
よ
う
、
地
域
住
民
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
包

括
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
含
め
た
村

づ
く
り
に
一
層
の
推
進
を
図

っ
て
い
く
。
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今
年
３
月
末
で
馬
路
村
（
魚

梁
瀬
地
区
）
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
の
任
期
が
終
了
し
ま

し
た
。

　
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
新
た
に
岡
山

県
矢
掛
町
（
や
か
げ
ち
ょ
う
）

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
矢
掛
町
は
、
岡
山
県
の
南
西

部
に
あ
り
、
美
観
地
区
で
有
名

な
倉
敷
か
ら
車
で
約
35
分
、
日

本
三
名
園
の
一
つ
の
後
楽
園
が

あ
る
岡
山
市
か
ら
は
車
で
約
１

時
間
の
と
こ
ろ
で
す
。

　
矢
掛
町
は
こ
う
し
た
歴
史
的

町
並
み
を
生
か
し
た
事
業
を
中

心
に
、
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
馬
路
村
で
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道

遺
構
や
魚
梁
瀬
ダ
ム
な
ど
、
魅

力
的
な
資
源
を
生
か
し
た
観
光

事
業
を
構
築
し
て
き
た
経
験
を

生
か
し
、
観
光
振
興
を
行
う
つ

も
り
で
す
。

　
岡
山
へ
来
ら
れ
た
際
に
は
、

少
し
足
を
伸
ば
し
て
倉
敷
の
奥

座
敷
『
矢
掛
町
』
に
も
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
♪

　
江
戸
時
代
に
は
旧
山
陽
道
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
今
も
江

戸
時
代
以
降
の
建
物
が
多
く

残
っ
て
お
り
、
町
並
み
を
散
策

す
る
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
。

「
倉
敷
の
奥
座
敷
」 

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　元
隊
員

　日
浦

　数
弘

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
が
も

う
す
ぐ
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
初

め
て
の
土
地
で
、
誰
も
知
ら
な
い
中

で
、
形
の
な
い
仕
事
を
始
め
る
と
い

う
不
安
よ
り
も
、
「
馬
路
村
で
生
活

で
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
楽
し
み
に

移
住
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
魚

梁
瀬
と
い
う
地
域
を
知
り
、
こ
の
自

然
と
人
々
の
す
て
き
さ
に
魅
了
さ
れ

続
け
て
き
ま
し
た
。

　
業
務
内
容
は
「
魚
梁
瀬
地
区
の
観

光
化
と
活
性
化
」
。
1
年
目
は
、
山

で
の
調
査
や
地
区
内
で
の
企
画
、
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
と
に

か
く
何
で
も
知
っ
て
い
こ
う
、
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
、
全
て

が
新
鮮
で
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
見
つ
け
た
魅
力
あ
ふ

れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
。
2
年
目
は
そ
の

運
営
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
い
、
小
さ

い
改
良
や
大
き
い
改
正
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
実
際
に
魚
梁
瀬
に
来
ら
れ

た
お
客
さ
ま
と
た
く
さ
ん
接
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
繋
が

り
が
広
が
り
、
利
用
者
数
を
前
年
の

1
・
5
倍
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
3
年
目
は
、
魚
梁
瀬
に
来

て
も
ら
う
仕
掛
け
作
り
と
し
て
試
行

し
て
き
た
「
魚
梁
瀬
ダ
ム
湖
Ｓ
Ｕ
Ｐ

体
験
」
を
本
格
的
に
受
け
入
れ
る
…

は
ず
だ
っ
た
の
で
す
が
、
昨
夏
は
悪

天
候
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
龍
馬
パ
ス

ポ
ー
ト
効
果
も
あ
っ
て
、
そ
の
後
も

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ダ
ム
湖
の
美
し
さ
は
、
昔
の
集
落
へ

の
人
々
の
思
い
が
つ
く
っ
て
い
る
と

私
は
信
じ
て
い
ま
す
。
魚
梁
瀬
の
広

3
年
間
の
振
り
返
り  

　

隊
員

　上
村

　菜
々
子

隊
員

　西
尾

　明
子

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊

レイ
チェルコーナー

国際交流員：レイチェル・ページ

「チェリー・イングラム」
　皆さん、こんにちは！私は日本の季節の中で春が一番大好きで、特に
桜の下でお花見をするのが好きです。イギリスでも桜が見られますが、
20世紀にその桜のおかげで日本とイギリスとの間に特別な絆が築かれた
お話はご存じでしょうか。私は大学で日英翻訳を勉強していたとき、日
本エッセイスト・クラブ賞を受賞した阿部菜穂子さんの「チェリー・イ
ングラム」という本を翻訳するチームの一人になれるチャンスがありま
した。そのとき、初めて日本とイギリスでの桜の話を聞きました。話の
内容は、２０世紀前半にソメイヨシノ以外の桜の種類は絶滅になるとこ
ろだったというお話です。
　桜を救ったのは、博物学者のコリングウッド・イングラムさんという
イギリス人でした。彼は１９０２年と１９０７年に日本を訪れ、日本と
桜に夢中になり、桜の研究を始めました。自分の庭にたくさんの種類の
桜を集め、新種の桜も作りました。しかし、１９２６年に再び日本を訪
れた際に、心配するほどソメイヨシノ以外の種類の桜がなくなっている
ことに気付きました。特にイングラムさんが悲しかったのは、すてきな
太白桜はもう日本のどこにもなさそうということでした。イングラムさ
んの庭には、大きく育った太白桜があったので、これを使い、太白桜の
ある日本に戻すと誓ったが、押木を日本に送ろうとしてもいつも途中で
枯れてしまうなどなかなかうまくいきませんでした。しかし、イングラ
ムさんは諦めずに、試行錯誤の上、ついに太白桜を日本に戻すことに成
功しました。さらに、太白桜だけでなくほかの種類の桜も戻すことがで
き、彼のおかげで、現在いろんな種類の桜が日本で見ることができま
す。桜が大好きなイングラムさんは、桜にちなんで「チェリー」という
ニックネームをもらいました。
　現在、イングランドのアニック城の庭園では、世界一の多さの太白桜
が見られます。私はイギリスでもお花見ができるのがすごくうれしいで
す。桜の下に座るとき、チェリー・イングラムさんのお話を思い出し
て、日本とイギリスとの美しい絆を考えます。

応援隊の連絡先　　　　

馬路村開発センター内  　TEL：０８８７-４２-２００１　　FAX：０８８７-４２-２００７　  

E-mail：o-yanase@mc.pikara.ne.jp

☆  Facebook 「魚梁瀬ふるさと応援隊」　で検索してください ☆

い
空
と
紅
葉
に

囲
ま
れ
た
湖
面

を
独
り
占
め
し

な
が
ら
、
こ
の

世
界
を
皆
さ
ん

に
体
験
し
て
も

ら
い
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
私
が
ず
っ
と
持
っ
て
き
た
目
標
は

「
関
係
人
口
を
増
や
す
こ
と
」
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
魚
梁
瀬
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
の
更
新
を
増
や
し
、
イ

ベ
ン
ト
や
日
常
の
風
景
を
載
せ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
西
日
本
豪

雨
で
集
落
孤
立
し
た
際
に
は
、
約
２

千
人
が
読
ん
で
約
３
０
０
人
が
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
し
て
く
れ
た
日
も
あ
り
驚

き
ま
し
た
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
開

設
し
、
８
０
０
枚
以
上
の
魚
梁
瀬
の

写
真
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
見
て

い
た
だ
い
た
方
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
も
ら
う
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
で
も
、
ま
だ
ま
だ
途
中
で
す
。
少

し
ず
つ
ま
い
て
き
た
魚
梁
瀬
の
種
を

も
う
少
し
育
て
た
い
、
来
て
も
ら
い

た
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
私
自
身
が
、

も
っ
と
馬
路
村
を
知
り
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
や
っ
て
み

た
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

任
期
終
了
後
も
魚
梁
瀬
に
住
み
、
独

立
し
て
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
続
き
の
よ
う
で
す
が
、

新
し
い
始
ま
り
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
た
び

に
協
力
・
参
加
・
応
援
し
て
く
だ
さ

っ
た
村
民
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
あ

ら
た
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

▲　アニック城庭園の太白桜

決
意
表
明

　
昨
年
春
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
い
う
変
な
名
前
の
仕
事
に
就
い

た
。
「
そ
れ
っ
て
何
を
や
っ
て
い

る
の
？
」
と
会
う
人
み
ん
な
に
聞

か
れ
る
が
「
む
し
ろ
何
を
す
れ
ば

い
い
と
思
う
？
」
と
返
し
た
く
な

る
よ
う
な
仕
事
だ
。
つ
ま
り
何
を

す
れ
ば
い
い
か
を
模
索
す
る
こ
と

が
仕
事
な
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
木
工
の
技
術
継
承
、
情
報
発
信
、

キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
、
地
域
活

性
・
・
・
い
ろ
ん
な
協
力
隊
が
い

る
が
、
わ
た
し
は
ア
ー
ト
を
使
っ

て
馬
路
村
の
可
能
性
を
感
じ
た
い
。

ア
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
ハ
ー
ド

ル
の
高
さ

　
「
ア
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
は
外

来
語
で
、
「
芸
術
」
と
い
う
の
は

こ
れ
の
和
訳
の
た
め
に
生
ま
れ
た

言
葉
。
か
つ
て
の
日
本
人
は
、
わ

ざ
わ
ざ
「
芸
術
活
動
」
を
す
る
の

で
は
な
く
、
生
活
や
仕
事
の
中
で

の
創
造
活
動
が
自
然
と
そ
れ
に
準

ず
る
行
為
だ
っ
た
。
流
れ
る
血
に

覚
え
の
な
い
ア
ー
ト
と
い
う
言
葉

が
畏
怖
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
か
、

「
わ
た
し
絵
心
な
い
の
よ
」
と
か

「
自
分
に
は
ア
ー
ト
の
セ
ン
ス
が

な
い
か
ら
」
と
宛
先
不
明
な
言
い

訳
を
し
て
し
ま
う
人
を
多
く
見
る
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
窮
屈
な
思
い

を
し
て
ほ
し
く
な
い
し
、
全
て
の

人
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
も
の
だ
と
私
は
確
信
し

て
い
る
。
上
手
な
絵
を
描
か
な
く

と
も
、
生
き
て
い
る
よ
う
な
人
型

の
彫
刻
が
で
き
な
く
と
も
、
必
ず

な
に
か
方
法
が
あ
る
。
う
な
ぎ
を

と
る
、
猪
を
さ
ば
く
、
作
物
を
育

て
る
、
ど
ん
な
表
現
方
法
で
も
い

い
。
夢
中
に
な
る
喜
び
、
わ
か
ら

な
い
面
白
さ
を
味
わ
う
。
作
品
観

賞
を
通
し
て
好
き
な
も
の
に
気
付

く
、
嫌
い
な
理
由
か
ら
自
分
の
思

わ
ぬ
気
持
ち
を
見
つ
け
る
、
気
付

き
の
機
会
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
誰

か
と
共
有
す
る
と
自
分
の
感
性
が

面
白
く
形
を
変
え
る
。
心
地
よ
い

体
験
が
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が

ア
ー
ト
な
の
だ
。

ウ
マ
ジ
ア
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ

　
ウ
マ
ジ
ア
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
は
馬
路
村
で
作
品
を

生
み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
次
回
開
催
は
５
月
を
予
定
。

「
文
学
」
を
使
っ
た
ア
ー
ト
体
験

を
馬
路
村
で
生
み
出
し
ま
す
。

　
ア
ツ
さ
と
ユ
ル
さ
を
大
切
に
、

２
年
目
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▶
第
３
回
ウ
マ
ジ
ア
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
メ
イ
ン

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
米
澤

　
一
平
氏
（
右
）
と
上
村
（
左
）
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今
年
３
月
末
で
馬
路
村
（
魚

梁
瀬
地
区
）
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
の
任
期
が
終
了
し
ま

し
た
。

　
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
新
た
に
岡
山

県
矢
掛
町
（
や
か
げ
ち
ょ
う
）

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
矢
掛
町
は
、
岡
山
県
の
南
西

部
に
あ
り
、
美
観
地
区
で
有
名

な
倉
敷
か
ら
車
で
約
35
分
、
日

本
三
名
園
の
一
つ
の
後
楽
園
が

あ
る
岡
山
市
か
ら
は
車
で
約
１

時
間
の
と
こ
ろ
で
す
。

　
矢
掛
町
は
こ
う
し
た
歴
史
的

町
並
み
を
生
か
し
た
事
業
を
中

心
に
、
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
馬
路
村
で
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道

遺
構
や
魚
梁
瀬
ダ
ム
な
ど
、
魅

力
的
な
資
源
を
生
か
し
た
観
光

事
業
を
構
築
し
て
き
た
経
験
を

生
か
し
、
観
光
振
興
を
行
う
つ

も
り
で
す
。

　
岡
山
へ
来
ら
れ
た
際
に
は
、

少
し
足
を
伸
ば
し
て
倉
敷
の
奥

座
敷
『
矢
掛
町
』
に
も
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
♪

　
江
戸
時
代
に
は
旧
山
陽
道
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
今
も
江

戸
時
代
以
降
の
建
物
が
多
く

残
っ
て
お
り
、
町
並
み
を
散
策

す
る
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
。

「
倉
敷
の
奥
座
敷
」 

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　元
隊
員

　日
浦

　数
弘

地域おこし協力隊地域おこし協力隊地域おこし協力隊
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
が
も

う
す
ぐ
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
初

め
て
の
土
地
で
、
誰
も
知
ら
な
い
中

で
、
形
の
な
い
仕
事
を
始
め
る
と
い

う
不
安
よ
り
も
、
「
馬
路
村
で
生
活

で
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
楽
し
み
に

移
住
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
魚

梁
瀬
と
い
う
地
域
を
知
り
、
こ
の
自

然
と
人
々
の
す
て
き
さ
に
魅
了
さ
れ

続
け
て
き
ま
し
た
。

　
業
務
内
容
は
「
魚
梁
瀬
地
区
の
観

光
化
と
活
性
化
」
。
1
年
目
は
、
山

で
の
調
査
や
地
区
内
で
の
企
画
、
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
と
に

か
く
何
で
も
知
っ
て
い
こ
う
、
や
っ

て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
、
全
て

が
新
鮮
で
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
見
つ
け
た
魅
力
あ
ふ

れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
。
2
年
目
は
そ
の

運
営
に
関
わ
ら
せ
て
も
ら
い
、
小
さ

い
改
良
や
大
き
い
改
正
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
実
際
に
魚
梁
瀬
に
来
ら
れ

た
お
客
さ
ま
と
た
く
さ
ん
接
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
繋
が

り
が
広
が
り
、
利
用
者
数
を
前
年
の

1
・
5
倍
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
3
年
目
は
、
魚
梁
瀬
に
来

て
も
ら
う
仕
掛
け
作
り
と
し
て
試
行

し
て
き
た
「
魚
梁
瀬
ダ
ム
湖
Ｓ
Ｕ
Ｐ

体
験
」
を
本
格
的
に
受
け
入
れ
る
…

は
ず
だ
っ
た
の
で
す
が
、
昨
夏
は
悪

天
候
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
龍
馬
パ
ス

ポ
ー
ト
効
果
も
あ
っ
て
、
そ
の
後
も

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ダ
ム
湖
の
美
し
さ
は
、
昔
の
集
落
へ

の
人
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の
思
い
が
つ
く
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て
い
る
と

私
は
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ま
す
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ことに気付きました。特にイングラムさんが悲しかったのは、すてきな
太白桜はもう日本のどこにもなさそうということでした。イングラムさ
んの庭には、大きく育った太白桜があったので、これを使い、太白桜の
ある日本に戻すと誓ったが、押木を日本に送ろうとしてもいつも途中で
枯れてしまうなどなかなかうまくいきませんでした。しかし、イングラ
ムさんは諦めずに、試行錯誤の上、ついに太白桜を日本に戻すことに成
功しました。さらに、太白桜だけでなくほかの種類の桜も戻すことがで
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E-mail：o-yanase@mc.pikara.ne.jp

☆  Facebook 「魚梁瀬ふるさと応援隊」　で検索してください ☆

い
空
と
紅
葉
に

囲
ま
れ
た
湖
面

を
独
り
占
め
し

な
が
ら
、
こ
の

世
界
を
皆
さ
ん

に
体
験
し
て
も

ら
い
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　
私
が
ず
っ
と
持
っ
て
き
た
目
標
は

「
関
係
人
口
を
増
や
す
こ
と
」
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
魚
梁
瀬
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
の
更
新
を
増
や
し
、
イ

ベ
ン
ト
や
日
常
の
風
景
を
載
せ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
西
日
本
豪

雨
で
集
落
孤
立
し
た
際
に
は
、
約
２

千
人
が
読
ん
で
約
３
０
０
人
が
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
し
て
く
れ
た
日
も
あ
り
驚

き
ま
し
た
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
も
開

設
し
、
８
０
０
枚
以
上
の
魚
梁
瀬
の

写
真
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
見
て

い
た
だ
い
た
方
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
も
ら
う
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
で
も
、
ま
だ
ま
だ
途
中
で
す
。
少

し
ず
つ
ま
い
て
き
た
魚
梁
瀬
の
種
を

も
う
少
し
育
て
た
い
、
来
て
も
ら
い

た
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
私
自
身
が
、

も
っ
と
馬
路
村
を
知
り
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
や
っ
て
み

た
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

任
期
終
了
後
も
魚
梁
瀬
に
住
み
、
独

立
し
て
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
続
き
の
よ
う
で
す
が
、

新
し
い
始
ま
り
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
た
び

に
協
力
・
参
加
・
応
援
し
て
く
だ
さ

っ
た
村
民
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
あ

ら
た
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

▲　アニック城庭園の太白桜

決
意
表
明

　
昨
年
春
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
い
う
変
な
名
前
の
仕
事
に
就
い

た
。
「
そ
れ
っ
て
何
を
や
っ
て
い

る
の
？
」
と
会
う
人
み
ん
な
に
聞

か
れ
る
が
「
む
し
ろ
何
を
す
れ
ば

い
い
と
思
う
？
」
と
返
し
た
く
な

る
よ
う
な
仕
事
だ
。
つ
ま
り
何
を

す
れ
ば
い
い
か
を
模
索
す
る
こ
と

が
仕
事
な
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
木
工
の
技
術
継
承
、
情
報
発
信
、

キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理
、
地
域
活

性
・
・
・
い
ろ
ん
な
協
力
隊
が
い

る
が
、
わ
た
し
は
ア
ー
ト
を
使
っ

て
馬
路
村
の
可
能
性
を
感
じ
た
い
。

ア
ー
ト
と
い
う
言
葉
の
ハ
ー
ド

ル
の
高
さ

　
「
ア
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
は
外

来
語
で
、
「
芸
術
」
と
い
う
の
は

こ
れ
の
和
訳
の
た
め
に
生
ま
れ
た

言
葉
。
か
つ
て
の
日
本
人
は
、
わ

ざ
わ
ざ
「
芸
術
活
動
」
を
す
る
の

で
は
な
く
、
生
活
や
仕
事
の
中
で

の
創
造
活
動
が
自
然
と
そ
れ
に
準

ず
る
行
為
だ
っ
た
。
流
れ
る
血
に

覚
え
の
な
い
ア
ー
ト
と
い
う
言
葉

が
畏
怖
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
の
か
、

「
わ
た
し
絵
心
な
い
の
よ
」
と
か

「
自
分
に
は
ア
ー
ト
の
セ
ン
ス
が

な
い
か
ら
」
と
宛
先
不
明
な
言
い

訳
を
し
て
し
ま
う
人
を
多
く
見
る
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
窮
屈
な
思
い

を
し
て
ほ
し
く
な
い
し
、
全
て
の

人
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
も
の
だ
と
私
は
確
信
し

て
い
る
。
上
手
な
絵
を
描
か
な
く

と
も
、
生
き
て
い
る
よ
う
な
人
型

の
彫
刻
が
で
き
な
く
と
も
、
必
ず

な
に
か
方
法
が
あ
る
。
う
な
ぎ
を

と
る
、
猪
を
さ
ば
く
、
作
物
を
育

て
る
、
ど
ん
な
表
現
方
法
で
も
い

い
。
夢
中
に
な
る
喜
び
、
わ
か
ら

な
い
面
白
さ
を
味
わ
う
。
作
品
観

賞
を
通
し
て
好
き
な
も
の
に
気
付

く
、
嫌
い
な
理
由
か
ら
自
分
の
思

わ
ぬ
気
持
ち
を
見
つ
け
る
、
気
付

き
の
機
会
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
誰

か
と
共
有
す
る
と
自
分
の
感
性
が

面
白
く
形
を
変
え
る
。
心
地
よ
い

体
験
が
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が

ア
ー
ト
な
の
だ
。

ウ
マ
ジ
ア
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ

　
ウ
マ
ジ
ア
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
は
馬
路
村
で
作
品
を

生
み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
次
回
開
催
は
５
月
を
予
定
。

「
文
学
」
を
使
っ
た
ア
ー
ト
体
験

を
馬
路
村
で
生
み
出
し
ま
す
。

　
ア
ツ
さ
と
ユ
ル
さ
を
大
切
に
、

２
年
目
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▶
第
３
回
ウ
マ
ジ
ア
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
メ
イ
ン

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
米
澤

　
一
平
氏
（
右
）
と
上
村
（
左
）
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お知らせお知 ら せ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

697人、
152人、

339世帯
87世帯

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

0

１１

0

0
１

１１

0

３

３

７

0

２

３

１２

８５０

８４９

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計
1

0 馬路村特別村民 11,667人
（3月31日現在）

5　　月

２

３

月

月

4月・5月 むらの行事予定4月・5月 むらの行事予定

入園式（馬路・魚梁瀬保育所）
村内４校新任式・始業式・入学式
有害物収集

古紙収集（魚梁瀬）

リサイクル収集

乳児健診（奈半利町保健センター）

職域ソフトボール大会

乳児健診（奈半利町保健センター）

参観日（魚梁瀬小・中学校）
古紙収集（馬路）
参観日（馬路小・中学校）

リサイクル収集

昭和の日

4　　月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９
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２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

春の遠足（馬路・魚梁瀬小学校、魚梁瀬中学校）

憲法記念日

みどりの日

有害物収集　　　　　　　　　　　　　こどもの日

振替休日

高知県立移動図書館（魚梁瀬多目的施設）11：00～

古紙収集（魚梁瀬）

中芸地区夏季体育大会

リサイクル収集
特定健診・健康診査受付開始（馬路診療所）～２月２５日まで
第３５回馬路地区スカッシュバレーボール大会（～１３日）

１歳６カ月児健診・３歳児健診（奈半利町保健センター）

高知県立移動図書館（馬路地区図書館）10：40～11：30

古紙収集（馬路）

人権参観日（馬路小・中学校）

リサイクル収集

乳児健診（奈半利町保健センター）

国民健康保険（国保）の手続き・届け出について
　国保は、病気やけがに備えて加入者が保険税を出し合い、医療にかかる費用に
充てる助け合いの制度です。職場の健康保険、国保組合、後期高齢者医療制度等
に加入している人や生活保護を受けている人を除く、全ての方が国保に加入する
必要があります。

　国保への加入や脱退は届け出が必要です！
　・職場の健康保険をやめて国保に加入される方
　・職場の健康保険に入って国保から脱退される方など
１４日以内に馬路村役場健康福祉課まで届け出をしてください。

【問い合わせ先】
　馬路村役場　健康福祉課　☎（８）４４－２１１２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３
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１５
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２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火
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木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

すまいの環境づくり
協力のお願い
　春の陽気とともに活動的になるゴキブ
リは、４月から５月の個体数が少なく、
繁殖機能を持っていない幼虫のうちに先
制駆除すれば、その後の繁殖を大幅に防
ぐことができます。
　馬路村食生活改善推進協議会では、ゴ
キブリ駆除用のホウ酸団子を作り、皆さ
まの快適なすまいの環境づくりのため各
戸へ販売しますので、ご協力をお願いし
ます。

☆住民票・所得証明書等の
　手数料が変わります！
　条例の改正により、令和２年
４月１日から住民票や戸籍の附
票、印鑑証明書、所得証明書等
の手数料が１通４００円になり
ます。

【問い合わせ先】
　馬路村役場　総務課
　☎（８）４４－２１１１
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編
集
後
記

 8 日 魚梁瀬小・中学校卒業式
 （魚梁瀬小・中学校体育館）
13日 馬路中学校卒業式（馬路体育館）
19日 馬路小学校卒業式（馬路体育館）
24日 馬路保育所卒園式
26日 庄屋祭・鬼門堂祭

 2 日 杉の子学習発表会（魚梁瀬小・中学校）
 7 日 馬路小学校学習発表会（馬路体育館）
 第1回高知大学出前公開講座（交流センター）
12日 第2回高知大学出前公開講座（馬路温泉）
15日 郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）
20日 第3回高知大学出前公開講座（交流センター）
22日 生活発表会（馬路保育所）
24・25日 防災キャンプ体験（馬路地区）
28日 お別れ遠足（馬路・魚梁瀬小学校）
29日 やなせのひなまつり（～3月3日）
 （魚梁瀬丸山公園）

　
現
在
、日
本
だ
け
で
な
く
世
界
的
に
大

流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。数

カ
月
前
ま
で
は
普
通
に
会
話
を
し
、イ
ベ
ン

ト
等
も
開
催
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、今

は
マ
ス
ク
越
し
に
会
話
を
す
る
の
が
当
た
り

前
、イ
ベ
ン
ト
等
開
催
の
自
粛
、東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
１
年
間
開
催
延
期
を
発
表
す

る
な
ど
異
常
事
態
と
い
え
る
状
況
で
す
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
し
た
こ
の
状
況
を
、一
人
一

人
協
力
し
合
っ
て
、一
日
で
も
早
く
鎮
静
化

し
、笑
顔
が
は
っ
き
り
見
え
る
日
々
に
戻
っ

て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。（哲

）
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